
  （財）理数教育研究所

日本の理数科教育をサポートする

2022

33
February

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して Ⅱಛू

味の違い（文脈で判断）ということになります。
〇「人口が多い・少ない」　〇「人口が大きい・小さい」
「人口」は「大人口・小人口」とも使われるので，「可能性」
に比べると「大きい・小さい」は使われます。なぜでしょう
か。これは「大きい・小さい」がサイズ・規模を表す指標に
使われるからだと思われます。人口からイメージするのは町
や都市・国といった地図上でイメージされるエリアです。「エ
リア（面積）が大きい・小さい」とピッタリ合います。
〇「点数が高い・低い」　×「点数が大きい・小さい」

（基準）：大小は量感，高低は質感
「大きい・小さい」と「高い・低い」の使い分けを考えた
ときに浮かび上がる基準が量と質です。つまり，量と質のう
ち比重が大きいほうを使うと考えられます。
可能性が高い（質＞量　→高い），人口が大きい（質＜量
　→大きい），点数が高い（質＞量　→高い）
高品質・高性能という使い方が示すように，「高い・低い」
には質（クオリティ）がピッタリです。点数は明らかに量であ
るにも関わらず，質を表すことに重きを置いているということ
です。量（数値化できるもの）に対して質とは数値化できない
という意味を持ちます。したがって，点数が高い・高得点と
いう言葉使いには，大きな点数をとった人を高く評価するとい
う意味があると考えられます。数値（点数）化して質を評価
することから「高い・低い」が使われていると考えられます。
量は数値，質は非数値と言い換えることもできます。「可
能性が高い」という言葉使いは結果として，可能性を非数値
（できる見込み）として捉えているとも言えます。

なぜ「可能性が高い・低い」が多く使われるのか
筆者の場合には，「可能性」の 3つの意味（①できる見込
み　②選択肢の数　③確率）を比較して，「大きい・小さい」
を選びますが，一般には「可能性」の複数の意味を比較検討
することは考えられません。「可能性が高い・低い」一択です。
数（数値）に対して「高い・低い」が使われる理由を考察
してみましょう。筆者の持論は，ズバリ温度計です。温度と
いう数値は，水銀温度計では水銀の高さに置き換わります。
概念としての数（数値）は目に見えません。それを可視化す
る装置が水銀温度計です。「温度が高い・低い」は水銀の高
さが目に浮かび，わかりやすいのです。
日常では，数学の言葉使いである「数が大きい・小さい」
よりも視覚化された「数が高い・低い」という言葉使いが結
果として選ばれているということです。
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私たちはいくつもの世界にまたがって生きています。日常
生活と数学，それぞれの世界にはそれぞれの言葉使いがあり
ます。「数学と言葉」では，日常の言葉使いと数学の言葉使
いをさまざまな視点で比べてみたり，クロスオーバーしてみ
よう思います。初めに断っておきますが，ここでは言葉使い
の正しい・誤りについて議論するのではありません。

「可能性が大きい」という言葉使いをする理由
「可能性が高い」と言う人がほとんどですが，中には「可
能性が大きい」と言う人もいます。筆者もその一人です。筆
者がそのような言葉使いをする理由から始めましょう。
「可能性」には 3つの意味（①できる見込み　②選択肢
の数　③確率）がありますが，筆者は②，③すなわち数値（数）
とみています。これは，（例 1）「10 通りの可能性がある」，
（例 2）「無限の可能性」，（例 3）例「万に一つの可能性もな
い」の例文からもわかります。「可能性」の意味は，例 1で
は有限，例 2では可算無限，そして例 3では確率を表します。
そして，「数」は「大きい・小さい」という言葉使いが基
本（このことは国語ではなく小学 1年の算数で学びます）
であり，「高い・低い」とは言わないという理由から，「可能
性は大きい」という言葉を選んで使います。

（基準） ：数値（数）が大きい・小さい，は絶対なのか
次の例を見てみましょう。〇はよく使われる，×は使われ
ないことを表しています。
〇「体重が重い・軽い」　×「体重が大きい・小さい」
〇「身長が高い・低い」　×「身長が大きい・小さい」
体重と身長は数値ですが，「体重（身長）が大きい・小さい」
は私も使いません。「重い・軽い」は体重（重さ）特有の言
葉使いだからです。身長も同じです。
〇「数が多い・少ない」　×「数が大きい・小さい」
この場合の「数」は物の個数や人数のことです。算数教科
書の「数」は「大きい・小さい」ですが，個数を表す「数」
では「大きい・小さい」はNGです。「数」という言葉の意

あいう 第1回数学 言 葉ͱ

「可能性」の言葉使い　その１
「可能性が高い」それとも「可能性が大きい」
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1955 年生まれ。1983 年理学博士号（東京
大学大学院理学系研究科）。その後，ハーバー
ド医科大学病理学教室 Assistant Professor，
慶應義塾大学医学部 微生物学・免疫学教室 教
授，( 独 ) 理化学研究所 総合生命医科学研究
センター長を経て，2015 年より現職。専門
は免疫学で，研究テーマは自然免疫。主な著
書に『免疫学はおもしろい』『新 T 細胞のイム
ノバイオロジー』『免疫学はやっぱりおもしろい』
などがある。
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த学ੜͷಏ
先日，教え子が教鞭を執る中学校で授業をした。高校生に

授業をしたことは何度かあったが，中学生は初めてだった。

新型コロナウイルスで最も大きな影響を受けた現場の一つが

学校だろう。慣れないリモート教育や時差登校など，児童生

徒のみならず現場の教員もひとかたならぬご苦労をされている。

授業に伺った中学校では，毎年近隣の企業や工場などに協力

を仰ぎ，2年生の生徒がさまざまな職業に触れる機会を設け

ていたのだが，コロナ禍のため現場へ出向くことが叶わなくなっ

た。そこで，企業の方々を学校へ招き，さまざまな職業の現

場を紹介してもらう「職業講話」を始めたという。それであれば，

必ずしも近隣の企業や団体でなくとも構わないということで，

小生に科学研究の現場を紹介して欲しいという依頼が来たわ

けである。

さて，何を話すか。自分の専門は免疫学であり，新型コロ

ナウイルスやワクチンの話は興味を持ってもらえるだろうが，ど

のように話をするか。また，研究現場の雰囲気をどのように伝

えるか。理科離れということが言われている今だからこそ，研

究の面白さを伝えたい。医学生に免疫学の講義をしていた頃よ

りも時間をかけて準備した。

まず，はしかや水ぼうそうなどを例にとって一度かかったら二

度とかからないという「二度なし」の不思議をわかり易く説明す

るためのスライドを一生懸命作った。また，研究現場の雰囲気

を少しでも知ってもらおうと，研究室のメンバーに協力してもら

い，実験のビデオを撮影した。

さて，当日。学校の控え室には保育所やメーカーなどいろい

ろな現場から来られている方々が私を入れて7組おられた。7

つの講話があり，生徒は好きな講話2つに申し込んでいた。我々

は生徒を入れ替えて授業を2回するのである。しばらくすると

生徒の代表が迎えに来て，一組ずつ教室へ順番に案内してく

れた。自分の番が来て2人の女子生徒が連れて行ってくれた

教室には20人弱の生徒が待っていた。始めるまでに時間があっ

たので1人ずつ簡単に自己紹介をして貰い，授業を聞こうと思っ

た理由を聞いてみた。理科が好きな子，好きだけど苦手な子，

いろいろだったが，1人の男子生徒が「有名な理化学研究所か

ら来てくれるというので是非聞きたいと思いました。」ハードル

が上がった。こりゃ，大変だ．．．。

チャイムが鳴り，いよいよ授業開始。まずは，自分がどうし

て研究者になったかという話をした。小中学生の頃に「なぜア

ゲハチョウには尻尾があるのにジャノメチョウにはないのだろ

う？」「ジャノメチョウにはなぜ目玉のような模様があるのだろ

う？」という疑問を持っていたことを話し，好奇心が自分を研究

者にしたことから話を始めた。チョウに対する興味はその後消

えてしまったが，30 年位たった頃にジャノメチョウの目玉の模

様を形成する遺伝子ネットワークが明らかになった論文を読ん

で感動したことをオチにした。本格的に免疫の研究を始めたの

は米国に留学してからだが，米国ではさまざまな国から来た人

と交流して，いろいろな文化に触れられたことが自分に大きな

影響を与えた。これを伝えようと，現地で所属していたサッカー

チームの写真，12ヶ国から来た13人が写っている写真を示

しながら語った。その後に「二度なし」現象がワクチンの原理

であることを説明し，さらに研究室のビデオを使って研究者が

どのような生活をしているかを紹介した。40 分はあっという間

だった。

その後の5分間は質問対応の時間だった。話が難しくて何

も質問がないかもしれないと思っていたが，何の何の，いろい

ろな質問が出た。しかも本質に迫る何気ない質問から自分が

研究者になるにはどうしたらよいか，というような質問まで沢

山聞かれて感激した。生徒が入れ替わってもう一度同じ授業を

したが，2回目も同じようにいろいろと質問された。しかし，2

回の授業中に何より感激したのは生徒たちの目であった。何と

キラキラと輝く瞳だろうか。大学の講義では見たことがない。

また，授業が終わった後も「面白かった！」と興奮して話しかけ

てくれる女子生徒や，「自分は研究者になりたいので頑張りま

す！」といってくれた男子生徒。授業を引き受けて本当に良かっ

たと心から思えた。彼らの中から将来研究の道に進む子が1人

でも出てくれたらこれほど幸せなことはない。

自分が中学生の頃，皆に好かれる熱心な先生がおられ，よく

「君らのキラキラした目を見ると頑張れるんだ」と言っていたこ

とを思い出し，50 年が経って得心がいった。

中学生の授業が終わったと思ったら，今度は小学生に授業を

して欲しいという依頼が来た。河合隼雄さんと梅原猛さんが書

かれた『小学生に授業』（小学館文庫）の中に，小学生に授業

ができないようでは大学の教授は務まらない，という一文があ

るが，まだしばらく試練は続きそうである。　　　　　　　❖
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1 人 1台端末環境や少人数学級の実現などにより学びの在

り方が大きく変わる中，文部科学省では，有識者会議を設置

し，新しい時代の学びを実現するための学校施設の在り方に

ついて検討を進めてきた。ここでは，昨年８月に取りまとめ

られた中間報告*の概要を中心に紹介する。

急速な少子高齢化や人口減少，いわゆる Society 5.0 時代

の到来などにより，社会情勢が大きく変化するとともに，新

型コロナウイルス感染症の感染拡大など先行きが不透明な時

代にある。このような中で，学校教育には，一人一人の児童

生徒が自分の良さや可能性を認識するとともに，あらゆる他

者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しなが

らさまざまな社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，

持続可能な社会の創り手となることができるよう，その資質・

能力を育成することが求められている。

昨年１月の中央教育審議会答申では，2020 年代を通じて

実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿を示すとともに，

すべての子供たちの可能性を引き出し，個別最適な学びと，

協働的な学びを一体的に充実するための改革の方向性を示

したが，新しい時代，学びはどのように変化していくのだ

ろうか。

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実するために

は，学校教育の基盤的なツールとして，ICT 環境の整備とそ

の活用が不可欠となる。端末を文房具のように活用すること

で，学びの可能性が多様に広がっていく。

こうした新しい時代の学びの可能性を想像しながら，その

実現に向けて，学校施設を捉え直していく必要がある。

　他方で，新型コロナウイルス感染症の感染拡大を経験する

中，有識者会議では，改めて，学校が学習機会と学力を保障

する役割のみならず，児童生徒にとって安全・安心な居場所

を提供するという福祉的機能や，児童生徒の社会性・人間性

を育む社会的機能を有するなど，その役割・在り方を改めて

認識するとともに，児童生徒がともに集い，学び，生活する

学校施設という実空間の価値を共有した。

現在の学校施設に目を転じると，学級単位で黒板を向いた

一斉授業を前提に，片廊下一文字型の画一的な学校施設が整

備されるとともに，省エネルギー性能やバリアフリー化など

1 新しい時代の学びと学校施設を巡る課題
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〜 Schools for the Future ー 「未来思考」で実空間の価値を捉え直し，
　 学校施設全体を学びの場として創造する〜
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廣田 貢   ö ç  ͻΖͨ Έ͙ͭ

���� ೥ʹจ෦Պ学লೖলޙɼԬڭݝࢁҭҕһձੜ֔学श՝௕ɼॳ౳த౳ڭҭࠤิ׭ࣄࢀہɼ೔ຊ
εϙーπৼڵηンλー৽ٕڝཱࠃ৔ઃஔຊ෦ࢪઃاը՝௕Λྺ೚ޙɼ���� ೥ΑΓݱ৬ɻ

特 集

・学ڃ୯位で一つのۭ間にด͡たࠇ൘とνϣークによる

　一੪त͚ͩۀでなく，クϥ΢υなどを活用してࢣڭと

ࣨڭがつながり，タϒϨットをยखに࢜ಉڙࢠ，ڙࢠ　

　というۭ間を௒えて学ͼをਂめることができる

・཭ౡ中ࢁ間஍Ҭの学校など，ෳ数の学校がωットϫー

　クԽされ，ڠಇして学習にऔり૊Ήことができる

・学習ཤྺなどを活用したきめࡉかい指導をॆ実し，学

　習をվળすることができる

・*$5を活用し，多༷なࣇಐ生ెのঢ়گなどに的֬に対

　応したݸผ最దな学習にऔり૊Ήことができる（ෆొ

　校ࣇಐ生ెやපྍؾ養ࣇに対する学習指導のॆ実

　など）

ਓ̍̍ ୆୺຤ߴɾ ଎େ༰ྔωοτϫʔΫ͕͛޿Δֶͼͷ࢟ͷΠϝʔδྫ
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の質的な整備が図られていないものが多い状況にある。また，

昭和 40年代後半から 50年代に建設された小中学校施設が

多く，約 8割の施設が築 25年を経過し老朽化しているなど，

安全面で課題を抱えている施設が多い状況にあり，学校施設

が直面する課題をしっかり見つめ，克服していく必要がある。

有識者会議では，これからの学校施設は，新しい時代に対

応した学びの姿を実現していくことを基本とし，それらを具

体化する施設環境を創造していく必要性を確認した。中間報

告では「Schools for the Future ―『未来思考』で実空間の価

値を捉え直し，学校施設全体を学びの場として創造する」を

キーコンセプトとして提言している。

すなわち，子供たちがともに集い，学び，生活する実空間

として，また，他者と協働し，直面する未知の課題に対して

学び合い，応え合う共創空間として，どのような学びを実現

したいか，どう学びに対応するか，関係者が新しい時代の

学び舎づくりのビジョン・目標を共有しつつ，「未来思考」を

もって実空間を捉え直す必要があることを示したものである。

子供たちにとって「明日また行きたい学校」となるため

に，また，そこに集う人々にとっても「いきいきと輝く学校」

となるために，学校施設全体を学びの場として捉え，魅力あ

る学び舎を創造していく必要がある。

有識者会議では，上記のキーコンセプトに立った上で，こ

れからの学校施設が目指すべき姿として，図 1のような 5

つの方向性（学び，生活，共創，安全，環境）を示した。

ここでは，学びの多様化に伴って，その基盤となる学習空

間も，画一的・均質的なものから，個別最適な学びと協働的

な学びの一体的な充実に向け，柔軟で創造的なものに転換し

ていく必要性を提言している。具体的には，ⅰ）１人１台端

末環境などに対応したゆとりのある教室の整備（既存の面積

資源の有効活用・再配分など），ⅱ）多目的スペースの活用

による多様な学習活動への柔軟な対応，ⅲ）ロッカースペー

スなどの配置の工夫などによる教室空間の有効活用，といっ

た方策を示している（図 2，3）。

このほかにも，特別教室の一部を改修し，高度な学びを誘

発する創造的な教室（複数面のプロジェクタ付きスクリーン，

可動式机・椅子など）や STEAM教育など教科等横断的な学

習に対応した特別教室の配置，読書・学習・情報のセンター

となる学校図書館（ラーニング・コモンズ）の整備，教職員

のパフォーマンスを最大化するための執務空間など，さまざま

な創意工夫の例も挙げて整備の考え方を示している（図4，5）。

2 新しい時代の学びを実現する学校施設の姿

2.1 ֶͼ㉃ॊೈͰ૑଄తͳֶशۭؒΛ࣮͢ݱΔ

ਤ�ɹ͜Ε͔Βͷ৽͍࣌͠୅ͷֶͼࣷͱ͠ ͯ໨࢟͢ࢦͷΠϝʔδ

ਤ�ɹଟ༷ͳֶश׆ಈ͕ల։Ͱ͖ΔۭؒͷΠϝʔδ

ਤ�ɹֶश׆ಈʹॊೈʹରԠͰ͖Δଟ໨తͳۭؒͷΠϝʔδ
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ここでは，豊かな学習・生活空間の場となるよう，ゆとりと

潤いのある居心地のよい学校施設として，子供たちの居場所

となる温かみのあるリビング空間づくりを提言し，木材の積

極的な利用や児童生徒のリフレッシュの場，小空間・コーナー

などの空間の整備などの方策を示している。また，新型コロ

ナウイルス感染症の拡大防止の観点から，健やかに学習でき

る衛生環境の整備を行うこととし，体育館も含めた空調整備，

トイレの洋式化・乾式化，手洗い設備の非接触化，健康教

育の中心となる保健室の整備充実などの方策を示している。

ここでは，地域コミュニティの拠点，地域住民の生涯学習

の場として，学校と地域や社会が連携・協働し，ともに創造

的な活動を企画・立案したり，交流したりするための「共創

空間」づくりを提言している。また，将来のまちづくりや地

域活性化などの観点から，他の公共施設との複合化や，施設・

設備の共用化・集約化などについても提言している。

未来を担う子供たちの生命を守るため，安全・安心な教育

環境を確保することは，新しい時代の学びを実現する大前提

であり，老朽化対策などを着実に推進するとともに，地域の

避難所としての役割を果たす必要がある。ここでは，非構造

部材も含めた耐震対策や，老朽化した学校施設の長寿命化対

策，自家発電設備や情報通信設備，バリアフリー化，水害対

策などの防災機能の強化について提言している。

2050 年脱炭素社会の実現に向けて，学校施設の省エネル

ギー化や再生可能エネルギーの導入などの積極的な推進が一

層求められている。ここでは，エコスクールの取り組みの深

化 ・充実や，年間のエネルギー消費量の収支をゼロにするこ

とを目指した「ZEB」（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）を推

進すること，木材利用を積極的に推進することを提言している。

以上のような新しい時代の学びに対応した学校施設の姿を

実現するため，学校設置者と国がともに「未来思考」をもって

互いに連携・分担し，一体的に取り組みを推進することが重

要であり，中間報告では，それぞれの推進方策を提言している。

推進方策のうち，特に，1)については，長寿命化改修等の

機会を通じ，構造躯体の経年劣化の解消や外壁の補修などの

老朽化対策を着実に図った上で，多様な学びを実現する柔軟

で創造的な学習空間の整備や，脱炭素化，バリアフリー化など，

総合的な教育環境向上のための整備を行うことを提言している。

2.2 ੜ׆㉃݈΍͔ͳֶशɾੜۭؒ׆Λ࣮͢ݱΔ

2.3 Δ͢ݱ૑ۭؒΛ࣮ڞಇ͢Δڠɾܞ૑㉃஍Ҭࣾձͱ࿈ڞ

2.4 ҆શ㉃҆શɾ̓ ৺ͳڭҭڥ؀Λ࣮͢ݱΔ

2.5 Δ͢ݱΛ࣮ڥҭ؀ڭΔ͢ݙߩʹݱ㉃୤୸ૉࣾձͷ࣮ڥ؀

3 学校施設整備の推進方策

3.1 ࡦઃஔऀʹ͓͚Δਪਐํߍֶ

�）௕ण໋Խվम౳を通͡，新しい࣌代の学ͼに対応し

　ⓤたڭҭڥ؀向上と࿝ٺԽ対ࡦを一体的にਪ進する

2）ट௕部ہとڠಇし，中௕ظ的ࢹ఺から計ը的・ޮ཰

　ⓤ的な੔උをਪ進する

�）多༷な੔උख๏౳も活用し，施ઃ੔උとҡ؅࣋理

　ⓤを着実にਪ進する

4）学校ؔऀ܎౳のࢀըにより，๛かな学ͼのڥ؀੔

　ⓤඋをਪ進する

ਤ�ɹߴ౓ͳֶͼΛ༠ൃ͢Δ૑଄తͳࣨڭͷΠϝʔδ

ਤ�ɹಡॻɾֶ शɾ৘ใͷηϯλʔͱͳΔਤॻؗͷΠϝʔδ
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また，4) については，創意工夫や特色・魅力ある豊かな

教育環境を実現するために，学校施設の計画・設計において，

学校の教職員や児童生徒，保護者，地域住民等の関係者も参

画し，どのような子供たちを育てたいか，どのような学校施

設を実現し活用していくかなど，施設づくりの目標を共有し，

合意形成を図っていくプロセスを提言している。

推進方策のうち，特に，3) については，新しい時代の学

びに対応した教育環境向上と老朽化対策の一体的な推進や学

校施設の ZEB 化などを促進するため，国費による十分な財

政措置や単価の引き上げなど，既存の補助制度の見直し・充

実を提言している。文部科学省はこの提言を踏まえ，令和４

年度予算案において財政支援制度の見直しなどを盛り込んで

いる（図 6）。

ここまで有識者会議の中間報告と国の動きについて紹介した。

提言の中心は地方公共団体などの学校設置者に向けたものだ

が，同提言では，今後の学校施設において，良好な環境を「い

かに整備するか」に加え「いかに活用するか」「いかに改善する

か」という視点が一層重要である旨も言及している。校長のリー

ダーシップの下，教育課程や日々の教育活動とともに，スペース

の有効活用など物的環境の整備・改善について一体的にマネジ

メントされることで，学習効果を最大化させる取り組みの促進

が期待されており，国においても，施設の有効活用のノウハウ・

アイディアを蓄積・発信していくなどにより，子供たちにとって「明

日また行きたい学校」となる魅力ある学び舎づくりが広がって

いくよう支援していきたい。　  　　　　　　　　　　　    ❖

3.2 ࡦΔਪਐํ͚͓ʹࠃ

4 教職員による学校施設の活用・改善の視点

ਤ�ɹެֶཱࢪߍઃͷ੔උ

�）学校施ઃスタンμーυのఏ示

2）学校施ઃ੔උの༏ઌ度のՄࢹԽと計ը的・ޮ཰的

　ⓤ੔උのଅ進

�）学校施ઃ੔උのためのࡒ੓ࢧԉ੍度の見直し・ॆ 実

4）学校施ઃ੔උ・活用ਪ進のためのプϥットϑΥーϜ

　ⓤのߏங

5）ઌ導的モデルڀݚを通͡た新たな学校施ઃモデル

　ⓤのఏ示

6）学校施ઃ੔උ指਑のվగ

＊イメージ図はいずれも「学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議」
中間報告（R3.8.20）より引用。以下の図は文部科学省予算案資料より引用。
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「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供

たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学び

の実現～（答申）」（令和 3(2021) 年１月中央教育審議会。以下，

「本答申」という）においては，『人工知能（AI），ビッグデータ，

Internet of Things（IoT），ロボティクスなどの先端技術が高度

化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられた Society 5.0

時代が到来しつつあり，社会の在り方そのものがこれまでとは

「非連続」と言えるほど劇的に変わる状況が生じつつある。ま

た，学習指導要領の改訂に関する「幼稚園，小学校，中学校，

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）」（平成 28（2016）年12月中央教

育審議会）においても，社会の変化が加速度を増し，複雑で

予測困難となってきていることが指摘されたが，新型コロナウ

イルス感染症の世界的な感染拡大により，その指摘が現実の

ものとなっている。』とされ，このことは，経済産業省の第28

回産業構造審議会総会の資料においても「世界の不確実性の

高まり」として示されている（図1）。

また，本答申では，社会の在り方が劇的に変わる「Society 5.0

時代」の到来，新型コロナウイルスの感染拡大など先行き不

透明な「予測困難な時代」など，『このように急激に変化する

時代の中で，我が国の学校教育には 一人一人の児童生徒が，

自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値

のある存在として尊重し，多様な人 と々協働しながらさまざま

な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能

な社会の創り手となることができるようその資質・能力を育成

することが求められて』おり，『これらの資質・能力を育むため

には，新学習指導要領の着実な実施が重要』であり，『ビッグ

データの活用等を含め，社会全体のデジタルトランスフォーメー

ション（DX）加速の必要性が叫ばれる中，これからの学校教

育を支える基盤的なツールとして ICTはもはや必要不可欠なも

のであることを前提として，学校教育の在り方を検討していくこ

とが必要である。』としている。

1 急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力

ʮݸผ࠷దͳֶͼʯͱʮڠಇతͳֶͼʯͷ࣮ફྫ
GIGA スクール構想が目指す学びの DX
〜全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと協働的な学びの実現〜

文部科学省 初等中等教育局 修学支援・教材課長

安彦 広斉   ö ç  ͋ͼ͜ ͜͏͍ͤ

�9��೥ࡪݝܗࢁ઒ଜੜ·Εɻ�99�೥จ෦লʢݱจ෦Պ学লʣʹޙ༺࠾ɼॳ౳த౳ڭҭہɼߴ
౳ڭҭہɼ૯߹ڭҭ੓ہࡦͳͲʹ͓͍ͯɼओͱͯ͠ڭҭの৘ใԽ΍ڭһ੓ࡦʹؔ͢Δۀ຿ʹैࣄɻ
����೥��݄͔Βɼߍߴੜのम学ࢧԉ΍খத学ੜのब学ԉॿɼ(*("εクールߏ૝ʹ͓͚Δ*$5の
൫੔උͳͲΛ୲౰ɻجՊॻのڭ੔උɼσδλルࡐڭ൫੔උɼج

Ⅱ

ਤ�ɹੈքͷෆ࣮֬ੑͷߴ·Γ
ɹɹ  第2�回ߏۀ࢈଄৹議会૯会（ࢿྉ2）より
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ผԽݸಋͷࢦ

˔基ૅ的・基本的な஌ࣝ・ٕೳ౳を֬実に習ಘさͤ，

　思考力・判断力・表現力౳や，ࣗ ら学習を調੔しなが

　ら೪りڧく学習に　औり૊Ήଶ度౳をҭ成するため，

うことߦによりॏ఺的な指導をڙࢠԉがඞ要なࢧ・　

　ⓤⓤなどޮՌ的な指導を実現

　・ಛ性や学習進度౳に応͡指導方๏・ࡐڭ౳のॊೈⓤⓤ

　ⓤⓤなఏڙ・ઃఆをߦう

さらに，新たな動きとして，『令和時代における学校の「ス

タンダード」として，小学校から高等学校において，学校に

おける高速大容量のネットワーク環境（校内 LAN）の整備

を推進するとともに，令和 2（2020）年度中に義務教育段

階の全学年の児童生徒 1人 1 台端末環境の整備を目指し，

家庭への持ち帰りを含めて十分に活用できる環境の整備を図

ることとなった。この GIGA スクール構想の実現により，災

害や感染症 の発生などによる学校の臨時休業などの緊急時

においても不安なく学習が継続できることを目指すとともに，

これまでの実践と ICT の 活用を適切に組み合わせていくこ

とで，これからの学校教育を大きく変化させ，さまざまな課

題を解決し，教育の質を向上させることが期待されている。』

なお，『OECD による我が国の教育政策レビュー』によれ

ば，国際的に比較して日本の児童生徒及び成人は，OECD 各

国の中でもトップクラスの成績であり，日本の教育が成功を

収めている要素として，子供たちに対し，学校給食や課外活

動などの広範囲にわたる全人的な教育を提供している点が指

摘されている（図 2）。

一方，日本のデジタル競争力の現状について，特に日本は

人材のデジタル・技術スキルが特に低い（図 3）。

本答申では，『国においては，このような学習者や ICT 活

用の視点を盛り込んだ「個別最適な学び」に関する指導事例

を収集し，周知することが必要である。さらに，「個別最適

な学び」が「孤立した学び」に陥らないよう，これまでも「日

本型学校教育」において重視されてきた，探究的な学習や体

験活動などを通じ，子供同士で，あるいは，地域の方々をは

じめ多様な他者と協働しながら，あらゆる他者を価値のある

存在として尊重し，さまざまな社会的な変化を乗り越え，持

続可能な社会の創り手となることができるよう，必要な資質・

能力を育成する「協働的な学び」 を充実することも重要であ

る。「協働的な学び」においては，集団の中で個が埋没して

しまうことがないよう，「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業改善につなげ，子供一人一人のよい点や可能

性を生かすことで，異なる考え方が組み合わさり，よりよい

学びを生み出していくようにすることが大切である。』とさ

れている。

①個別最適な学び

ʮݸʹԠ͡たࢦಋʯʢࢦಋͷݸผԽͱ学शͷੑݸԽʣΛ学श

ऀͷࢹ఺͔Β੔ཧ͠た֓೦

2 2020年代を通じて実現すべき「令和の日本
型学校教育」の姿
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˔基ૅ的・基本的な஌ࣝ・ٕೳ౳や情報活用ೳ力౳の

学習の基൫となるࢿ ・࣭ೳ力౳を౔୆として，ڙࢠのڵ

味・ؔ心౳に応͡，一ਓ一ਓに応͡た学習活ಈや学習課

題にऔり૊Ήػ会をఏڙすることで，ࣗڙࢠ身が学習

が最దとなるよう調੔する

ਤ�ɹ(*("εΫʔϧߏ૝͕໨ֶ͢ࢦͼ

ਤ�ɹίϯιʔγΞϜͷߏங

・新学習指導要領では，「個に応じた指導」を一層重視し，

　指導方法や指導体制の工夫改善により，「個に応じた指

　導」の充実を図るとともに，コンピュータや情報通信ネッ

　トワークなどの情報手段を活用するために必要な環境を整

　えることが示されており，これらを適切に活用した学習活

　動の充実を図ることが必要

・GIGAスクール構想の実現による新たなICT環境の活用，少

　人数によるきめ細かな指導体制の整備を進め，「個に応じ

　た指導」を充実していくことが重要

・その際，「主体的・対話的で深い学び」を実現し，学びの

　動機付けや幅広い資質・能力の育成に向けた効果的な取り

　組みを展開し，個々の家庭の経済事情などに左右されるこ

　となく，子供たちに必要な力を育む

②協働的な学び

・知・徳・体を一体的に育むためには，教師と子供，子供同

　士の関わり合い，自分の感覚や行為を通して理解する実

　習・実験，地域社会での体験活動など，さまざまな場面で

　リアルな体験を通じて学ぶことの重要性が，AI技術が高度

　に発達するSociety 5.0時代にこそ一層高まる

・同一学年・学級はもとより，異学年間の学びや，ICTの活

　用による空間的・時間的制約を超えた他の学校の子供など

　との学び合いも大切

本答申において，高等学校については，『選挙権年齢や成

年年齢が 18歳に引き下げられるなど，生徒が高等学校在学

中に，主権者の一人としての自覚を深めることを含め，自立

した「大人」として振る舞えるようになることが期待されて

いることから，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通し

ながら，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・

能力や，地域の課題などについての認識を深め， その解決を

社会の構成員の一人として担うなど，社会の形成に主体的に

参画するために必要な資質・能力を身に付けられるよう， 初

等中等教育段階最後の教育機関として，高等教育機関や実社

会との接続機能を果たしている。』とされ，

・地方公共団体，企業，高等教育機関，国際機関，NPOな

　どの多様な関係機関との連携・協働による地域・社会の課

　題解決に向けた学び

・多様な生徒一人一人に応じた探究的な学びや，STEAM教

　育など実社会での課題解決に生かしていくための教科等横

　断的な学び

などが求められており，新時代に対応した高等学校改革推進

事業を実施している。

地域との協働による高等学校教育改革推進事業

高校生と地域課題のマッチングを効果的に行うためのコン

ソーシアムを構築し（図 5），地域課題の解決などを通じた

学習カリキュラムを構築し，地域ならではの新しい価値を創

造する人材やグローバルな視点を持って地域を支えるリー

ダーを育成するカリキュラムを開発している。

WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構

築支援事業

Society 5.0 をリードし，SDGs の達成を牽引するイノベー

3 高等学校教育ֶशͷੑݸԽ
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　˰ࣗ校ではड͚ることのできないतۀのडߨをՄೳԽ
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　˰஍Ҭをਂく理解しコϛュχテΟをࢧえるਓࡐのҭ成

ティブなグローバル人材育成のリーディング・プロジェクト

として，国内外の大学などとの連携により文理横断的な知を

結集し，社会課題の解決に向けた探究的な学びを通じた高校

教育改革や大学の学びの先取り履修などを通じた高大接続改

革を推進している。

◆立命館宇治高等学校の実践事例（オンライン探究活動）

WWL事業の一環として拠点校である立命館宇治高等学校

が主催した『AFTER FOCUS』のメインイベント（国内 25校・

海外 9校 109 名の生徒が参加）として，オンライン型探究・

キャリア教材「Inspire High（インスパイア・ハイ）」を体験。

台湾デジタル担当大臣・オードリー・タン氏とのセッション

『社会はどう変えられる？』を参加者が体験。

　コロナ禍で世界との扉が閉ざされてしまった今だからこそ，

オンラインで世界中の大人とつなぐ新たな探究型キャリア教

材を活用し，新たなグローバル教育を実践（図6）。

　　　　　　

COREハイスクールネットワーク構想

また，高等学校における遠隔授業の活用として，『高等学

校における同時双方向型の遠隔授業の実施について，単位数

の算定，対面により行う授業の実施などの要件の見直しを行

い，教師による対面指導と遠隔授業を融合させた柔軟な授業

方法を可能とし，多様かつ高度な学習機会の充実を図るべき

である。』とされており，地域社会に根ざした高等学校の学

校間連携・協働ネットワークの構築（COllaborative REgional 

High-school Network：COREハイスクールネットワーク構想）

により，中山間地域や離島などに立地する小規模高等学校に

おいて，地域唯一の高等学校として，大学進学から就職まで

の多様な進路希望に応じた教育・支援を行うため，複数の高

等学校の教育課程の共通化や ICT 機器の最大限の活用によ

り，中山間地域や離島などの高等学校においても生徒の多様

な進路実現に向けた教育・支援を可能とする高等学校教育を

実現し，持続的な地方創生の核としての機能強化を図る事業

を実施している（図 7）。

マイスター・ハイスクール

さらに，成長産業化に向けた革新を図る産業界と専門高校

が一体・同期化し，デジタル人材育成の加速化をはじめとし

た，地域産業の持続的な成長を牽引する最先端の職業人材の

育成を行う「マイスター・ハイスクール」事業を実施してお

り，最新の産業教育施設・設備をフルに活用した指導実践モ

デルを創出・普及し，産業構造の変化に即応した実践的な指

導力の向上を目指す（図 8）。　　　　　　　　　　　  ❖

ਤ�ɹ୳ܕڀΩϟϦΞࡐڭΛ׆༻ͨ͠৽ͨͳάϩʔόϧڭҭ

ਤ�ɹʮϚΠελʔɾϋΠεΫʔϧʯۀࣄ

ਤ�ɹूத഑৴ํࣜ

※中・大規模校（教育センター）から複数の高等学校に対する「集中配信方
式」の実施も推奨
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　「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子

供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学

びの実現～（答申）」（以下，「答申」という）では，目指

すべき新しい時代の学校教育の姿として，全ての子供たちの

可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学びの実

現」が提言された。

　「個別最適な学び」が進められるよう，これまで以上に子

供の成長やつまずき，悩みなどの理解に努め，個々の興味・

関心・意欲等を踏まえてきめ細かく指導・支援することや，

子供が自らの学習の状況を把握し，主体的に学習を調整する

ことができるよう促していくことが求められている。そして，

同時に，探究的な学習や体験活動等を通じ，子供同士で，あ

るいは多様な他者と協働しながら，他者を価値ある存在とし

て尊重し，さまざまな社会的な変化を乗り越え，持続可能な

社会の創り手となることができるよう，必要な資質・能力を

育成する「協働的な学び」を充実することも重要とされてい

る。つまり，集団の中で個が埋没してしまうことのないよう，

一人一人のよい点や可能性を生かすことで，異なる考え方が

組み合わさり，よりよい学びを生み出すことが重要であると

言える。

幼児教育は，集団での生活を営みながら，幼児一人一人の

特性に応じた指導を行うことを重視している。幼児教育にお

いて，個別最適な学びと協働的な学びは，幼児の遊びや生活

の中で共存しており，一人一人の思いや活動をつなぐように

指導を工夫し，集団の中で個人のよさが生かされるように，

幼児同士が関わり合うことのできるような配慮が必要である。

幼児の遊びは，興味や関心から始まる。興味や関心は個々

に異なっている。段ボールを用いた製作活動は幼稚園ではよ

く見られる光景である。幼児同士が協力しながら乗り物など

の製作に取り組む活動においても，色を工夫する幼児，動く

ことに興味のある幼児とさまざまである。興味や関心，実現

したい思いなどが異なるからこそ，幼児同士の関わり合いの

中で，刺激し合い，新たなアイディアが生まれ，創造性が高

まっていくとも言える。集団としての活動がいきいきとした

ものであるためには，幼児一人一人が遊びに没頭し，満足感

や充足感を得られることが重要である。そうして，友達が楽

しんでいるようすを見て，幼児自身も一層楽しくなる。楽し

くなるから，もっと工夫したいといった個の学びも深まって

いくのである。

こうした幼児の学びを支えるのが教師の存在である。教師

は，保育の空間全体を捉えながら，幼児一人一人の姿や個々

の遊びに注意を向け，幼児の発達や学びが深まるように関わ

り方を工夫する必要がある。幼児が困っていることに対して，

あえて見守るのか，先生と一緒に考えてみようと促すのか。

そして，こうした関わりは，一見，特定の幼児のみを対象と

しているように見えるかもしれない。しかし，教師が，「ど

うしたらよいかな」と声を発することで周囲の幼児の興味を

1 はじめに

2 幼児教育における実践を通して

ʮݸผ࠷దͳֶͼʯͱʮڠಇతͳֶͼʯͷ࣮ફྫ
〜幼児教育の視点から考える〜

文部科学省 初等中等教育局 幼児教育課教科調査官

小久保 篤子   ö ç  ͘͜΅ ͱ͘͜

ฏ੒�೥౦ژ౎ެཱ༮ஓԂڭ་ͱͯ͠ۈ຿ɻͦのޙɼ෭Ԃ௕ɼڭ۠ߓҭҕһձࣄ຿ࢦہಋࣨɹ༮ࣇ
ҭڭࣇҭ՝༮ڭࣇ༮ہҭڭɼྩ࿨̎೥ΑΓจ෦Պ学লॳ౳த౳ޙ຿ۈɼԂ௕ͱͯ͠׭ҭ୲౰ઐ໳ڭ
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引き，アイディアの輪が広がっていく。一人の幼児の学びや

気づきを周囲の幼児へと広げ，幼児同士の学び合いを広げて

いくような関わりが教師には求められている。

こうして，幼児教育を通じて育まれた資質・能力を小学校

教育へとつなげていく必要がある。そのためには，一人一人

の多様性に配慮した上で全ての幼児に学びや生活の基盤を育

む「幼保小の架け橋プログラム」の開発・実践を進める必要

がある。

そもそも，幼保小連携においては，幼稚園教育要領，保育

所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領の３要

領・指針の整合性の確保が図られたり，幼保小接続期の連携

の手がかりとして「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

が策定されたりするなど一定の成果が上がっている一方，行

事の交流にとどまり，学びの連続性を意識したカリキュラム

の編成・実施が行われていない，「『幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿』だけでは，具体的なカリキュラムの工夫や

教育方法の改善方法がわからない」との声があるなどの課題

も残っている。

また，幼児教育の質に関する認識が社会的に共有されてい

るとは言い難く，いわゆる早期教育や小学校教育の前倒しと

誤解されることがあるほか，遊びを通じて学ぶという幼児期

の特性を踏まえた教育がその後の教育の基礎を培っているこ

とや，発達の連続性の重要性に関する理解が必ずしも十分で

はない現状がある。これは，学習指導要領等の基本理念となっ

ている，よりよい教育の在り方を社会と共有して実現を図る

「社会に開かれた教育課程」の観点からも，大きな課題となっ

ている。

地域や家庭の環境に関わらず，すべての幼児に格差なく学

びや生活の基盤を保障していくためには，学校種や設置類型

の違いを越えて連携・協働し，地域や家庭とも連携を共有し

つつ，社会全体で質の高い幼児教育の実現に取り組んでいく

必要がある。

こうした背景から，令和 3年 5月 14日に萩生田文部科学

大臣（当時）から，幼児期からの学びの基盤を作る「幼児教

育スタートプラン」が発表された（図 1）。

この幼児教育スタートプランの発表を受けて，幼児教育の

質の向上と小学校教育との接続について専門的見地から議論

するため，令和 3年 7月 8日，中央教育審議会初等中等教

育分科会に「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」が

設置された。

この特別委員会では，具体的に，①学びや生活の基盤を全

ての５歳児に保障するための方策，②各地域において幼児教

育を着実に推進するための体制整備，③保護者や地域の教育

力を引き出すための方策，保育人材の資質能力の向上といっ

た幼児教育の質的向上及び小学校教育との円滑な接続を図る

上で必要な事項について検討している。

こうした検討の中で，幼児教育の工夫・改善と，幼児教育

の成果を生かした小学校の教育活動の工夫・改善を一体的に

検討し，接続期における教育の強化を進めることが重要であ

るとの意見があった。さらに，各園や地域の創意工夫をいか

すものであること，幼児に対する一律のプログラムではなく，

教育の質の向上を通じて幼児の力を育むためのものであるこ

と，幼児教育を実践する教師自身が，主体的に考え改善して

いくことを促すものであることといった意見も出ている。

今後特別委員会では，幼児教育スタートプランの実現に向け，

「幼保小の架け橋プログラム」の共通事項等を整理し，幼児

教育の質の保証のしくみについて集中的に議論しつつ，それ

らの検討結果を令和３年度中に取りまとめる予定としている。

なお，「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」の議

論状況等については文部科学省ホームページに掲載している。

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/

086/index.html　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❖

3 幼児教育と小学校教育の接続
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　「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子

供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学

びの実現～（答申）」（以下，「答申」という）では，目指

すべき新しい時代の学校教育の姿として，すべての子供たち

の可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学びの

実現」が提言された。

特別支援教育の対象となる子供たちは，その障害の状態や

特性，それらに伴う学びにくさが非常に多様かつ個人差が大

きいという特徴があるため，学びの保障のためには，障害の

ない子供たち以上に「個別最適化した学び」が必要不可欠で

ある。また，子供同士や地域の方々をはじめ多様な他者と協

働しながら，持続可能な社会の創り手となることができるよ

う必要な資質・能力を育成する「協働的な学び」についても，

障害理解の促進や共生社会の構築という観点からも重要で

ある。

今回の答申では，その双方の学びの実現に ICT が必要不可

欠な要素として示されているところである。本稿では，ICT

の活用という観点も踏まえつつ，特別支援教育における「個

別最適な学び」と「協働的な学び」の実践例を紹介する。

「特別支援教育」は，「個別の指導計画」や「個別の教育

支援計画」といった個々の実態に応じて適切な指導を行うた

めのツールを用いながら，障害のある幼児・児童・生徒の自

立や社会参加に向けた主体的な取り組みを支援するという視

点に立ち，一人一人の教育的ニーズを把握し，その持てる力

を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服するため，適切

な指導及び必要な支援を行うものである。今回の答申におい

て，2020 年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」

の姿として「個別最適な学び」が示されたが，特別支援教育

はいわばその先駆けとも言える分野である。

例えば，学校と入院中の児童生徒がいる病院を繋ぎ，病気

療養児がテレビ会議システムを用いることにより，子供たち

が同時双方向型の授業を受けたり，録画した授業を体調の良

いときにオンデマンドで視聴することが技術的に可能となる。

また，視覚障害者である子供たちは，文字の拡大や白黒反

転機能といったタブレットの機能の活用や，音声読み上げソ

フトや点字キーボード等の提供により，子供自身が容易に情

報を収集・整理したり，主体的に学習することが可能となる。

同様に，聴覚障害者である子供たちには音声を文字化するソ

フトや筆談アプリの提供，知的障害者である子供たちには動

画やアニメーション機能を活用し，学習内容を具体的にイ

メージする情報の提示，肢体不自由者である子供たちには視

線入力装置の提供による表現活動やコミュニケーションツー

ルの提供など，個々の障害の状態や特性及び心身の発達の段

階等に応じて ICT を活用することにより，各教科等の学習

の効果を高めたり，障害による学習上または生活上の困難を

改善・克服することに寄与することができる。

今回の答申では，「個別最適な学び」について，支援の必

1 はじめに

2 特別支援教育と「個別最適な学び」

ʮݸผ࠷దͳֶͼʯͱʮڠಇతͳֶͼʯͷ࣮ફྫ
〜特別支援教育における実践例について〜

文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課長

山田 泰造   ö ç  ΍·ͩ ͍ͨͧ͏

ฏ੒��೥จ෦লʢݱจ෦Պ学লʣೖলɻจԽிߴɼ ౳ڭҭہɼ研究ৼہڵɼॳ౳த౳ڭҭہͰのۈ
຿ޙɼ౻୔ڭࢢҭҕһձڭҭ࣍௕ͱͯ͠ग़޲ɻॳ౳த౳ڭҭاہը՝ɼཱࠃେ学๏ਓࢧԉ՝ɼେ学
ৼڵ՝ɼจԽி׭ࣄࢀʢܳज़จԽ୲౰ʣ෇ɼจԽிจԽ׆ݯࢿ༻՝౳Λͯܦɼྩ ࿨�೥�݄ΑΓݱ৬ɻ

Ⅲ -②Ⅲ

特 集
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要な子供により重点的な指導を行うことなどで効果的な指導

を実現したり，子供一人一人の特性や学習進度，学習到達度

等に応じ，指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定

を行う「指導の個別化」と，教師が一人一人に応じた学習活

動や学習課題に取り組む機会を提供することで，子供自らが

学習を調整しながら進めていく「学習の個性化」の観点が重

視されたが，この双方に寄与するものとして ICT のさらなる

活用が期待される。

また，これは，特別支援教育の中核的な要素である「自立

活動」においても同様に重要である。自立活動も各教科同様

基本的に対面のやり取りを通して学習が展開されてきたため，

オンラインでの指導の実践事例は十分蓄積されていない状況

であり，新型コロナウイルス感染症の拡大による臨時休業等

では自立活動の指導の多くは実施されていない状況があった。

今後は，オンラインを活用した自立活動の指導の可能性に鑑

み，対面での指導や児童生徒同士の学び合いとのベストミッ

クスに留意しながら，オンラインを活用した自立活動の指導

の実施方法やその留意点についても実践的に研究を進めるこ

とが必要である。

　答申では，「個別最適な学び」が「孤立した学び」に陥ら

ないよう，探究的な学習や体験活動等を通じた「協働的な学

び」の重要性も提示された。同一学年・学級はもとより，異

学年間の学びや，ICTの活用による空間的 ・時間的制約を超

えた他の学校の子供等との学び合いも大切である。

特別支援教育は，すべての教育段階において，インクルー

シブ教育システムの理念を構築することを旨として行われ，

すべての子供たちが適切な教育を受けられる環境が整備され，

障害のある子供とない子供が可能な限りともに教育を受けら

れる条件整備が行われているが，そうした特別支援教育の中

核となる概念の一つが，学習指導要領等に規定された「交流

及び共同学習」である。

　「交流及び共同学習」は，幼稚園，小学校，中学校， 義務

教育学校， 高等学校，中等教育学校及び特別支援学校等が

行う，障害のある子供と障害のない子供，あるいは地域の障

害のある人とが触れ合い共に活動するものであり，障害の有

無に拠らず，その経験を深め，社会性を養い，豊かな人間性

を育むとともに，お互いを尊重し合う大切さを学ぶ機会とな

るなど，大きな意義を有するものである。また，このような

交流および共同学習は，学校卒業後においても，障害のある

子供にとっては，さまざまな人々と共に助け合って生きてい

く力となり積極的な社会参加に繋がるとともに，障害のない

子供にとっては，障害のある人に自然に言葉をかけて手助け

をしたり，積極的に支援を行ったりする行動や，人々の多

様な在り方を理解し，障害のある人と共に支え合う意識の

醸成に繋がる。

例えば，特別支援学校と小・中学校等が，学校行事やクラ

ブ活動，自然体験活動，ボランティア活動等を合同で行った

り，文通や作品の交換，テレビ会議システムを活用してコミュ

ニケーションを深めたりすることなどが考えられ，文部科学

省においては「交流及び共同学習ガイド」（平成 31年３月）

や各自治体の好事例の周知等を通し，各学校における取り組

みが適切に拡がるよう努めているところである。

　このほか，特別支援学校や特別支援学級に在籍する子供た

ちが地域社会や多様な他者と繋がることで，自らの学びを深

める例もある。例えば，福岡県立福岡高等視覚特別支援学校

においては，校内の附属施術所において，平日の午後に理療

科生徒によるはり・きゅう・マッサージ，午後に保健理療科

生徒によるマッサージの外来患者を受け入たり，地域の老人

養護施設や事業所に臨床実習に出向くなど，積極的に地域社

会との繋がりの機会を増やすことにより，生徒の社会性や人

間性の育成に寄与している。また，特にコロナ禍においては

積極的にICTが活用され，オンラインで大学や専門家の授業

を特別支援学級の児童生徒が受けることで，その後の進路選

択や学習意欲に寄与する例もある。

　文部科学省としても，障害のある子供の学びの充実に向け

各学校や各教育委員会における取り組みの支援に努め，「令

和の日本型学校教育」の実現を推進してまいりたい。   　❖

3 特別支援教育と「協働的な学び」

特 集「令和の日本型学校教育」の構築を目指して Ⅱ
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主催 : 一般財団法人 理数教育研究所

協賛 : 株式会社 内田洋行

         株式会社 学研ホールディングス

���������公益財団法人 日本数学検定協会

後援 : 文部科学省

��������国立教育政策研究所

��������読売新聞社

��������公益財団法人 文字・活字文化推進機構

��������公益社団法人 全国珠算教育連盟

中央審査委員

（Իॱेޒ）

吉川 弘之  東京大学名誉教授 /Rimse 名誉理事

岡本 和夫  東京大学名誉教授 /Rimse 理事長

清水 静海  帝京大学教職大学院研究科長・教授 /Rimse 理事

工藤 壽和��公益社団法人 全国珠算教育連盟理事長

[特別顧問 ]

塩野 宏    東京大学名誉教授

◦塩野直道賞 顕彰委員会

தԝ৹ࠪҕһձʢ����೥��݄��೔ɼ౦ژɾΞϧΧσΟΞࢢϲ୩ʣ

委員長 根上 生也 横浜国立大学 大学院 教授

委 員

伊藤 由佳理 東京大学 教授

銀島 文 国立教育政策研究所 生涯学習政策研究部 部長

桜井 進 サイエンスナビゲーター®

中島 さち子 （株）steAm代表取締役， 音楽家/
STEAM教育者

藤田 岳彦 中央大学 教授/一橋大学 名誉教授

蒔苗 直道 筑波大学 准教授

吉川 成夫 國學院大學 教授

渡辺 美智子 立正大学 教授

ड৆࡞඼のൃද
ୈ�ճ 「ࢉ数・数学のࣗ由ڀݚ」 ࡞඼ίϯΫʔϧ  塩野直道記念
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  塩野直道記念 
ୈ � ճ 「ࢉ数・数学のࣗ由ڀݚ」 ࡞඼ίϯΫʔϧʻड৆ऀҰཡʼ

中央審査委員
特別賞

いちばんむずかしいひらがなはどれ？
栃木県 宇都宮大学共同教育学部附属小学校１年  吉田 璃華

「トリックがない」のがトリックです　～トランプマジックに隠された論理～
東京都 北区立西浮間小学校５年　今枝 駿斗

中央審査委員
特別賞

ドミノ倒しの失敗をなくせ！　～ドミノの倒れ方と倒れる速さを調べる～
岐阜県 岐阜大学教育学部附属小中学校６年　香田 佳耶

中央審査委員
特別賞

n 進法での 1/p の循環節の長さに現れる規則性
神奈川県 フェリス女学院高等学校１年　山中 愛子

中央審査委員
特別賞

特
別
賞

読売新聞社賞 マウンドの距離と野球のプレーとの関係
山形県 山形県立東桜学館中学校３年　伊藤 潤

めいろの達人!? ダンゴムシ
京都府 京都市立安井小学校４年　橋本 穂香

内田洋行賞

ひせっしょく体おんけいはせいかくなのか？
北海道 名寄市立名寄小学校２年　先川 柚乃

学 研 賞

シムソン線 , ９点円の一般化とオイラー・ポンスレ点
千葉県 市川中学校３年　齋藤 輝

日本数学検定協会賞

優
秀
賞

塩野直道賞
খֶߍ௿ֶ೥ͷ෦

ふしぎな五角形タイルのなぞ
京都府 京都聖母学院小学校２年　武田 莉乃

散らかってるってどういうこと？
兵庫県 神戸大学附属小学校４年　冨士 修睦

塩野直道賞
খֶֶߴߍ೥ͷ෦

ピタゴラス音律と純正律による音の調和の検証
新潟県 上越市立雄志中学校２年　丸山 優佳

塩野直道賞
தֶߍͷ෦

京都府 同志社小学校２年　清水 結香
文部科学大臣賞

東京都 筑波大学附属駒場高等学校３年　石堀 朝陽

最
優
秀
賞 ヘンゼルとグレーテルの法則　～私にもできるSDGs～

組み合わせゲームへの確率の導入について

Rimse 理事長賞 差分代数による多面体の四面体分割における場合の数の定式化
北海道 北海道静内高等学校２年　菅原 諒

塩野直道賞
ͷ෦ߍ౳ֶߴ
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奨励賞

඼λΠτϧ࡞ ໊ߍֶ ֶ೥ ड৆ऀ໊ࢯ

密をさけろ！ ふん水で水遊び ҭ大学ෟଐ小学校ڭ৓ٶ ݝ৓ٶ ３ Ԭ本 ұՂ

びしょびしょにならないハンカチはこれ！
～たくさん手をあらおう～

౦ژ౎　നඦ߹学Ԃ小学校 ３ લᖒ ඒ月

弟にあった絵本を作ろう！ ෋ݝࢁ　෋ࢁ大学ਓ間ൃୡ科学部ෟଐ小学校 ３ Ԭ部 ਅ生

ぼくの家で集められる雨水の量 ౎෎　བೆ高౳学校ෟଐ小学校ژ ２ 大ڮ ༔司

どうすれば円をきれいに描けるかな ౎෎　བೆ高౳学校ෟଐ小学校ژ ２ ن޺ Ҫࡔ

茶せんをふる回数と美味しいまっ茶の関係 大ࡕ෎　大ڭࡕҭ大学ෟଐ஑ా小学校 ３ ผ所 ࢻ໺

自分がつくったふねにうきたい！ ฌݝݿ　ਆށ大学ෟଐ小学校 ２ ޫԬ རचಹ

セミは暑さに弱いのか！ ฌݝݿ　ਔ઒学Ӄ小学校 ３ Ӭ໺ ߊ༎հ

水の中で泳ぐたくさんのゾウリムシの数え方 ฌݝݿ　ਔ઒学Ӄ小学校 ３ ໺ଜ ༏ҥ

きょうだいげんかをへらしたい！　グラフが
おしえてくれたこと。

߳઒ݝ　߳઒大学ڭҭ学部ෟଐ高দ小学校 １ ՏҪ ༟ᏻ

தԝ৹ࠪҕһ঑ྭ৆ খֶߍ௿ֶ೥ͷ෦

඼λΠτϧ࡞ ໊ߍֶ ֶ೥ ड৆ऀ໊ࢯ

直角三角形を整数の辺だけで作る 大学ෟଐ小学校ܗࢁ　ݝܗࢁ ６ ੕઒ ྞԻ

78駅，夏のスタンプラリーを最短ルートで回れ！ ౦ژ౎　നඦ߹学Ԃ小学校 ̑ ࢠժ生 ౻ࠤ

私はテストの順位が気になる葦である
～パスカル君１号の物語～

社小学校ࢤ౎෎　ಉژ ６ കଜ Ώり

算数で猫の餌を決める方法 ౎෎　བೆ高౳学校ෟଐ小学校ژ ̐ ໺ ӥز

直方体の面が出る確率 大ࡕ෎　ؔ੢大学ॳ౳部 ６ Ղ༔ ࠜؠ

カップ麺をお湯に入れていた時間と麺の関係 ฌݝݿ　઒੢໌ཱࢢๆ小学校 ６

回れよ、回れ、四角ゴマ！ ௗऔݝ　ถ໌ཱࢢࢠಓ小学校 ̑ 今Ԭ ᣦࢠ

折り紙で作った多面体の表面積の求め方 ҭ学部ෟଐ小学校ڭլ大学ࠤ　ݝլࠤ ６ ෢෋ ༔ਅ

コマを作ろう　～線対称な図形の中心～ ౦小学校܉ཱ݈ࢢ本۽　ݝ本۽ ６ Ҫ۔ ೆ月

オリンピックエンブレムの秘密を探ろう！ 上小学校ాཱࢢౡࣇࣛ　ݝౡࣇࣛ ６ 中ౡ ӯଠ

தԝ৹ࠪҕһ঑ྭ৆ খֶֶߴߍ೥ͷ෦

٠஑ ࣿྑ，໳ ઍߛ，
࿬ଜ ඒҍ，小ా ိ໳，
੢ 央༞ࣉ

16   No.33



඼λΠτϧ࡞ ໊ߍֶ ֶ೥ ड৆ऀ໊ࢯ

世界中の人全員と友達になれる？
～六次の隔たり～ ౦ژ౎　౦ژ学ܳ大学ෟଐੈా୩中学校 ２ 高ڮ ॳ಼

雨の中で人が傘を差したくなるタイミングは
いつ？ ҭ学校ڭ際中౳ࠃٶ大ཱࢢさいたま　ݝۄ࡛ ２ 本 ྯಸࢁ

怖いけれど美しい ෱Ҫݝ　෱Ҫ大学ڭҭ学部ෟଐٛ຿ڭҭ学校
課程ظޙ ̔ দా ๎ࢠ

ことわざを数学する ҭ学部ෟଐ中学校ڭॏ大学ࡾ　ݝॏࡾ ３ 新Ҫ ࠫ౎ࢠ

数学とルービックキューブの関係 ࿨Վݝࢁ　։ஐ中学校 ２ 小੢ ༏Ֆ

ロボット掃除機のルンバとルーロ
どちらが部屋の隅まで掃除するか。 Ԭݝࢁ　૯社ཱࢢ૯社౦中学校 ３ 中ࡔ ᣦॹ

東京 2020オリンピックメダル獲得数に関する分析
～日本は本当に過去最高だったのか？～ Ѫඤݝ　Ѫඤ大学ڭҭ学部ෟଐ中学校 ２ ઒ ཅ߳ؠ

不器用な僕にこの箱は包めますか？ ҭ学部ෟଐ中学校ڭլ大学ࠤ　ݝլࠤ ２ ా中 وڹ

円周上を動く点を含む三角形の傍心と内心に
関する研究 大分ݝ　大分大学ڭҭ学部ෟଐ中学校 ３ ਅ౸ ࡔߐ

「運命戦」に根拠で挑みたい！ ঘ学ؗ中学校　ݝ࡚ٶ ３ ౦໦場 Ѯ

தԝ৹ࠪҕһ঑ྭ৆ தֶߍͷ෦

඼λΠτϧ࡞ ໊ߍֶ ֶ೥ ड৆ऀ໊ࢯ

立体とその正射影の関係 ઍ༿ݝ　ࣳӜۀ޻大学ദ高౳学校 ２ 本 ੖生܀

平らな 3次元空間をしきつめる多面体の並びの研究 ੴ઒ݝ　ੴ઒ཱۚݝ୔中央高౳学校 ２ ਔޙ ඈᠳ

楕円のルーレット曲線が線分となる導線を探す Ѫ஌ݝ　Ѫ஌ཱݝ一ٶ高౳学校 ３ و本 ངࢁ

深海生物・テヅルモヅルの構造を数理的に探る　
－ L-systemを用いた考察－

Ѫ஌ݝ　Ѫ஌ཱݝਸ਼ྕ高౳学校 ３ Ӝ ݈ଠ࿠ࡾ

会員制スーパーのポイント還元について Ѫ஌ݝ　ੀঁࢁ学Ԃ高౳学校 ２ ౉ᬒ ժґ

コロナウイルスPCR検査　効率的に行うために ... Ѫ஌ݝ　名ݹ԰大学ڭҭ学部ෟଐ高౳学校 ２ ৿ా ༔੟

PCR検査の罠　～新型コロナウイルスの
PCR検査はどのようにするべきか？～

高౳学校࣏౎෎　໋ཱؗӉژ １ ೇࢁ ੖߳

メガネをかけるとなぜ見える？ ౎෎　ཾ୩大学෇ଐ平҆高౳学校ژ １ 大ా໦ Հา

「Sprint －疾走」の軌跡
～数列の、数列による、数列を活かした音楽～

高౳学校ٶ大࡚ٶཱݝ࡚ٶ　ݝ࡚ٶ ２ 日∁ ཅᏻ

一次元セルオートマトン法による渋滞シミュレー
ション

ԭೄݝ　ԭೄٿཱݝཅ高౳学校 ３

தԝ৹ࠪҕһ঑ྭ৆ ߴ౳ֶߍͷ෦

ᚸน ே໵，
上ࢤ ݪ཮，
内 ণ༝ࢁ
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ͷ࠷ऴ৹ࠪʹਪન͞Ε·ͨ͠ɻ

学校名 学年 氏名

౦ژ౎ നඦ߹学Ԃ小学校 2 མ߹　رᜢ

౎෎ژ བೆ高౳学校ෟଐ小学校

� ۚా　੩ۭ

� ෋　ޫଠ࿕

� দ下　ࡩ

� ࢠܚ　ࢁؙ

� Ղر　୐ࡾ

� ਅಹ実　ాࢁ

2 ଠా　ླྀҒ

2 大੢　ඒॹ

2 ௶ా　こはる

2 ਸ਼　ాࣉ

2 ٢෋　ޫา

� 大ٱอ　ྪ

ฌݝݿ ਔ઒学Ӄ小学校

� 小ా　ܙ࠼

� 本ా　੖大

� ็ా　ᣦॹ

෱Ԭݝ
෱Ԭڭҭ大学ෟଐ小૔小学校 � ৓ࢤ　ށ೫ඒ

෱Ԭڭҭ大学ෟଐ෱Ԭ小学校 � ઒本　結ࢠ

スイス ジュωーϒ日本ิޠ習学校 � ా中　੓फ

খֶߍ௿ֶ೥ͷ෦

学校名 学年 氏名

๺ւಓ
๺ւಓڭҭ大学ෟଐѴ઒中学校 � ࣲా　च៉

๺ւಓڭҭ大学ෟଐࡳຈ中学校 � Ꮴ७　؛ࢁ

ळాݝ ळాཱݝळాೆ高౳学校中౳部 �

，࿇׏　ᖒࠇ
，ᗅ司　ڮ∁
௩ా　ᣦ央，
௕࡚　՚Ղ，
લా　ॣ

ݝܗࢁ 学ؗ中学校ࡩ౦ཱݝܗࢁ � ੕઒　心Ֆ

ݝۄ࡛ ҭ学部ෟଐ中学校ڭ大学ۄ࡛ 2 ാా　ࡊ々ࢠ

ઍ༿ݝ
ઍ༿ཱࢢ新॓中学校 2 高װ　܂ଠ

ઍ༿大学ڭҭ学部ෟଐ中学校 � ԣ内　ܟ文

౦ژ౎
౦ژ学ܳ大学ෟଐੈా୩中学校

� ּҪ　ࢠࡩ

2 ໳໺　成༎

2 ୩　ҍ७

஑ା中学校ڭཱ � 間　ਔٱࠤ

ਆಸ઒ݝ ੟セγϦアঁࢠ中学校 � ૲ಽ　ང߳

新ׁݝ 新ׁ第一中学校 2 ݈৾　際ࢁ

෱Ҫݝ ෱Ҫ大学ڭҭ学部ෟଐٛ຿ڭҭ学校
課程ظޙ　

� 小ྛ　な͝Έ

� ৿　໻生

௕໺ݝ
৴भ大学ڭҭ学部ෟଐ௕໺中学校 � ୌᖒ　ಯ༤

௕໺ཱࢢ௕໺中学校 2 ܓ　下ࢁ

Ѫ஌ݝ

Ѫ஌ڭҭ大学ෟଐԬ࡚中学校 � ௕ࡔ　ජಸ

Ѫ஌ڭҭ大学ෟଐ名ݹ԰中学校

� 新ా　ླྀୋ

� ك༘　ݪࡾ

2 ࣨҪ　૱ଠ

ੀঁࢁ学Ԃ中学校

� 今໦　ླྀґ

� ଜ　Ն生ࢁ

2 དྷࠫ　ڮ∁

2 ௕ౢ　心࡙

� ๺Ӝ　խ໻

� ᴡ౻　ཨՖ

๛઒ޚཱࢢ௡中学校 � ٢໺　ҍ

ݝॏࡾ ҭ学部ෟଐ中学校ڭॏ大学ࡾ � 平Ҫ　ཬՂ

ݝլ࣎
中学校ࢁकཱݝլ࣎ � ۨҪ　੖名

໋ཱؗकࢁ中学校 � 今੢　ཅ大　

౎෎ژ ౎小中学校ژҭ大学ෟଐڭ౎ژ � అ　૳ଠ

தֶߍͷ෦

෱Ԭݝ
෱Ԭڭҭ大学ෟଐ小૔小学校 4 ෢౻　༔޹

෱Ԭڭҭ大学ෟଐ෱Ԭ小学校 4 中ౢ　ていこ

ݝլࠤ
ҭ学部ෟଐ小学校ڭլ大学ࠤ 6 高༄　Ѫҥ

ௗ੘ཱࢢ໻生がٰ小学校 6 ീਘ　ӯొ

௕࡚ݝ ௕࡚大学ڭҭ学部ෟଐ小学校

4 ੺੕　႒ࢠ

4 ௰　य़ᠳ

5 ⅓⃻　い΄り

ݝ本۽
ҭ学部ෟଐ小学校ڭ本大学۽ 5 Տ௡　ஐ࠸

ਓཱࢢ٢౦間小学校 6 দԬ　൏࢙

ݝ࡚ٶ 大ཎ小学校ཱࢢ࡚ٶ 4 ௡؀　ࢁ　

学校名 学年 氏名

ಢ໦ݝ Ӊ౎ٶ大学共ಉڭҭ学部ෟଐ小学校 4 ෱ా　गཬ

౦ژ౎
学習Ӄॳ౳科 5 大੢　ࢠو

ஜ೾大学ෟଐ小学校 5 中઒　結ଠ࿠

෱Ҫݝ ෱Ҫ大学ڭҭ学部ෟଐٛ຿ڭҭ学校
　લظ課程 6 ྛ　࿨ಸඒ

ݝෞذ ඒೱ加ໜࢁཱࢢख小学校 5 ᔨ成　؛

Ѫ஌ݝ ๺名ݹ԰ࢣཱࢢউ੢小学校 5 ৿ా　ߤଠ࿠

౎෎ژ ౎੟฼学Ӄ小学校ژ

4 小ࣉ　ౝࢠ

4 ∁ా　ᣦࢠ

5 新　ۏԻ

5 ஛ా　ಸࢠࡊ

6 ഁా໺　ஐߖ

大ࡕ෎

大ڭࡕҭ大学ෟଐ஑ా小学校 5 加౻　༟೭

ؔ੢大学ॳ౳部

5 ๺઒　ਅ໹

6 Տ੉　Ҁ߳

6 ࢠՌ೫　ݪ౻

6 ࿨ྩ　ݪ౻

ਧాཱࢢઍཬた͚Έ小学校 5 ็　੟ಸྤ

ฌݝݿ

小ྛ੟心ঁࢠ学Ӄ小学校 5 দ　ҍՂދ

ਔ઒学Ӄ小学校
5 ༎थ　ݪ

5 ౻本　⁜

ಸྑݝ ಸྑ学Ԃ小学校 5 ઒　ઍࣿߐ

Ѫඤݝ Ѫඤ大学ڭҭ学部ෟଐ小学校 5 ᔹ　ᰜ大ߔ

খֶֶߴߍ೥ͷ෦

18   No.33



౎෎ژ
高౳学校ෟଐ中学校ژ੢ཱࢢ౎ژ

2 ୐　一੣ࡾ

� ᕔ　ஐ੉

ノートルμϜঁ学Ӄ中学校 � ๺ࢁ　Ѫᣦ

大ࡕ෎

大ڭࡕҭ大学ෟଐ஑ా中学校 2 ஐѪ　ݪ౻

四ఱԦࣉ中学校 2 ๺ޱ　Ֆ

౦大ཱࢢࡕೄख๺中学校 � ੴݪ　ҁ೫

ຕ方ཱࢢຕ方中学校 � ᆹ⃻　ॳԻ

ฌݝݿ

学Ӄ中学校ࢠঁ໌ݡ
2 ਆ࡚　ઍय़

2 ੢ଜ　ལ央

ਆށ大学ෟଐ中౳ڭҭ学校 � ૗　ޱࢁ

ඣ࿏ཱࢢന࡝小中学校 � ञҪ　༎య

ඣ࿏ཱࢢ౦ޫ中学校 � ஡୩　ࣿӋ

ಸྑݝ

ொཱਅඒέٰ中学校ྕ޿ � ౦　ཅົ

ಸྑڭҭ大学ෟଐ中学校 2 ༗Ԭ　༏ҥ

ಸྑཱݝ੨ᠳ中学校 2 Kࢁ　ஆଠ

࿨Վݝࢁ

։ஐ中学校 2 ୩ޱ　࿨ಹଠ

࿨Վཱݝࢁ向ཅ中学校
2 ೫࠼　本؛

� ୋ໺　঵ر

ౡࠜݝ ౡࠜ大学ڭҭ学部ෟଐٛ຿ڭҭ学校
課程ظޙ　 � ਿݪ　大հ

Ԭݝࢁ Ԭࢁ大学ڭҭ学部ෟଐ中学校

2 ੴؙ　౧࿨

2 小໺　ҁࢠ

2 小ౡ　෣

� ౻本　理ޭ

� ਫޱ　཮

ݝޱࢁ 中学校ޱࢁҭ学部ෟଐڭ大学ޱࢁ

� Ԭ⃻　Ѫґ

� ౻Ҫ　ޞઇ

2 本　ླྀ೭༞ࢁ

2 ႒՚　ߦ٢

߳઒ݝ ߳઒大学ڭҭ学部ෟଐ高দ中学校
� 中ଜ　ືԻ

� ࢠ中　ຘࢁ

Ѫඤݝ Ѫඤ大学ڭҭ学部ෟଐ中学校 2 ଜ上　૯

෱Ԭݝ ๺۝भཱࢢ高ਢ中学校 � 平ࢍ　ࢁ

ݝլࠤ ҭ学部ෟଐ中学校ڭլ大学ࠤ

� 高༄　ངᠳ

� 中ౡ　ܚೋ࿠

� ࢠྙ　լݹ

ݝ本۽ ҭ学部ෟଐ中学校ڭ本大学۽

� 大௩　༏ಸ

� ୩઒　࣊෢

� ԣࢁ　さͪ

� Ӭా　ຝ

� ٢Ӭ　Ѫ結

大分ݝ

大分ཱݝ大分๛෎中学校
� ෢ੴ　ಸॹ

� 本　༔生ࢁ

大分ཱࢢୌඌ中学校 � ஑見　੖Ղ

大分大学ڭҭ学部ෟଐ中学校
2 ౡా　ҀՖ

2 平Ҫ　ས࡙ࢠ

ݝ࡚ٶ
ԆԬཱࢢԬ෋中学校 � ௕༑　ྰ々

੢高౳学校ෟଐ中学校࡚ٶཱݝ࡚ٶ � ஑ా　ਅ།

ݝౡࣇࣛ

Ѭྑཱࢢ஽ࠤ中学校 � ඈӬ　大ҡ

 中学校ཾۄౡࣇཱࣛࢢౡࣇࣛ

2 ໢ా　ढ़平

� Ӊ౎　ཅԻ

� ໦ా　ึՖ

ݝౡࣇࣛ ҭ学部ෟଐ中学校ڭౡ大学ࣇࣛ

� ಹژ　෢ߥ

� Ԭݩ　૗ࢤ

� ઒上　༔དྷ

2 ഭా　ਯۏ

2 ॏ৴　Ֆ月

2 ෰部　ݡਔ

ԭೄݝ ԭೄཱݝ։๜中学校 � 比Յ　ॷ

アϝϦΧ χューϤーク日本ਓ学校 � ࢠ下　結ؠ

学校名 学年 氏名

新ׁݝ 新ׁཱݝ新ൃా高౳学校 �
加౻　大װ，
෨࿨　ڮ∁

෱Ҫݝ ෱Ҫཱݝ෢生高౳学校 � ࢰଜ　૵ۄ

Ѫ஌ݝ

Ѫ஌ཱݝѴٰ高౳学校 � ҏ౻　ҁՖ

ੀঁࢁ学Ԃ高౳学校

2 Ԭా　ᣦ々།

2 ُ୩　きらり

2 小࠼　ࡔ

2 ൕ೫Ֆ　ࡔ࠭

2 ஥໺　य़ࡊ

2 中ଜ　ر࠼

2 ੢઒　結༿

ݝॏࡾ 名ு高౳学校ཱݝॏࡾ 2 ৿௕　まなか

౎෎ژ
౎෎ُཱԬ高౳学校ژ � 平ా　ཾՂ

ノートルμϜঁ学Ӄ高౳学校 2 ࠜ間　࣢

大ࡕ෎ 近ـ大学ෟଐ高౳学校

� ླ໦　ҍࡊ

� ୩　༏ౙז

� Ѵ　ࠨ

� ੢ౢ　ݩ基

ฌݝݿ

学Ӄ高౳学校ࢠঁ໌ݡ 2 ҆Ԭ　ඒय़

小ྛ੟心ঁࢠ学Ӄ高౳学校

2 ཬҪ　Ѫ実

2 ࣳਧ　Ղಸֆ

2 দా　文ഄ

Ѫඤݝ Ѫඤཱݝদࢁೆ高౳学校 � ࢙ܒ　Ҫۄ

ͷ෦ߍ౳ֶߴ
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Λͯ͠ ͍ ͱͯͯ΋ָ͔ͬͨ͠Ͱ ɻ͢

͜Ε͔Β΋͜ͷίϯΫʔϧΛ͖͔͚ͬʹ਺ֶͷੈքͰ͍Ζ͍ΖͳڀݚΛ͢Δਓ͕ݱΕΔ͜ͱΛָ͠Έ

ʹͯ͠ ͍· ɻ͢

銀島委員

·છ঱͕໠ҖΛৼΔ͍ͬͯײίϩφ΢Πϧεܕ೥ʹଓ͖ɼੈքதͰ৽ࡢ ɻֶ͢ߍੜ׆΍೔ৗੜ׆ʹ

༷ʑͳӨٴ͕ڹΜͰ͍·͕͢ɼࠓ೥΋ଟ ͷ͘ࣇಐੜెͷΈͳ͞Μ͔Βͨ͘͞ Μͷ͢͹Β͍͠࡞඼͕ಧ͖

·ͨ͠ɻ਎ۙͳײછ঱ର͔ࡦΒண૝ͨ͠ڀݚ΋ଟ͘ݟΒΕ·ͨ͠ɻϚεΫ΍खચ͍ɼମԹܭ΍ີͳ৔

໘ΛςʔϚʹͨ͠࡞඼΋ଟ͘ɼड৆࡞඼ʹ΋બ͹Ε͍ͯ· ɻ͢

਺΍਺ֶͷࢉ෇͖ʹ͍ͭͯɼؾ໰΍͚ٙͨͭݟ೉ͳຖ೔Λա͝͠ͳ͕Β΋ɼ਎ͷճΓͷ৔໘͔Βࠔ

Λ௨ͯ͠ڸ؟ Λͭͬ͘ܕɼ໛͠࡯؍ ͨΓௐ΂ͨΓ͠ ࢓ʹϨϙʔτͨͬ·෉ͷ٧޻ΛਂΊɼ೤ҙͱ࡯ߟͯ

্͛ΒΕ͍ͯ·͠ ͨɻ

͜Ε͔Β΋ɼΈͳ͞ΜͷʮෆͩٞࢥͳʯΛେ੾ʹͯ͠ ɼڀݚΛଓ͚͍͖͍ͯͨͩͨͱ͍ࢥ· ɻ͖ͬ͢ͱɼ

͞·͟·ͳ໰୊ͷղܾʹͭͳ͕Γ· ɻ͢

৹ࠪΛऴ͑ͯ��ʵதԝ৹ࠪҕһ͔Βのϝοηʔδʵ

桜井ҕһ

ୈ � ճͷࠓճ͸ίϩφՒͷӨڹͰɼࡢ೥ಉ༷ʹίϯΫʔϧͷ։ࣗ࠵ମ͕ةͿ·Ε·͠ ͕ͨɼ࣮ݱͰ

͖ͯຊ౰ʹΑ͔ͬͨͰ ɻ͢શ͔ࠃΒͷԠื਺͕༧૝ΑΓ΋ଟ͔ͬͨ͜ͱʹ΋҆৺͠·͠ ͨɻ਺ֶͦΕࣗ

ମͷڀݚҎ֎ʹɼ਺ֶͱԻָɼ਺ֶͱྺ࢙ɼ਺ֶͱަ௨ɼ਺ֶͱεϙʔπɼ਺ֶͱޠࠃͱ͍ͬͨڀݚ

͕ଟ਺Ԡื͞Ε·͠ ͨɻ·͞ ʮʹࢉ਺ɾ਺ֶͷࣗ༝ڀݚʯʹ;͞Θ͍݁͠Ռͩͱ͍͑· ɻ͢

਺ֶͷڭՊॻ͔Βඈͼग़ͨͱ͜ Ζʹ਺ֶͷࠩ͠؟Λ͚޲ΔऔΓ૊ΈΛ͢Δ͜ͱͰɼࢉ਺ɾ਺ֶ΁ͷڵ

ຯɾؔ৺͕Ұஈͱେ͖͘ ͳΓ· ɻ͢ຊίϯΫʔϧΛ௨ͯ͠ ɼ͜Ε͔Β΋ଟ ͷ͘Έͳ͞ΜʹɼतۀͰ͸ମ

଴ͯ͠ظ਺ɾ਺ֶͱͷ෇͖߹͍͕Ͱ͖Δ͜ͱΛࢉͰ͖ͳ͍ݧ ͍· ɻ͢
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ੜͷ৹ࠪΛ୲౰ߍߴ

͠·ͨ͠ɻ਺ཧͦͷ΋

ͷΛௐ΂ͨ໘ന͍࡞඼

΋ଟ͋͘Γ·ͨ͠ɻࠓ

೥͸େֶҎ߱ͷఔ౓

ͷ͍ߴ਺ֶΛ༻͍ͯٞ

࿦͢Δ࡞඼΋͋Γɼ·

ͨɼߍߴ਺ֶͷൣғ

Ͱ໘ന͘৽͍͠਺ֶΛ

Α͠ݟൃ ͱ͏͢Δ࡞඼΋ଟ͘ݟड͚ΒΕ·͠ ͨɻখதͷΑ͏ʹ೔

ৗͷ਺ཧ͔ΒಘΒΕΔ਺ֶΛൃలͤ͞ΔΑ͏ͳ࡞඼͕গͳ͔ͬ

ͨͷ͸ํ࢓ͷͳ͍໘΋͋Γ·͕͢ɼ࢒೦Ͱ͸͋Γ·͠ ͨɻ

೥΋େมָ͍͠৹ࠪͰ͠ࠓ ʂͨɹ

ࢀ೦ͳ͕Βत৆ࣜͳͲʹ͸࢒೥͸ࠓ

ՃͰ͖ͳ͔ͬͨͷͰ͕͢ɼҰ൪ָ͠

͍৹ࠪͦͷ΋ͷʹ͸ࢀՃͰ͖ɼϫΫ

ϫΫΈͳ͞Μͷ࡞඼Λഈ͍ͯͤ͞ݟ

͖ͨͩ·ͨ͠ɻ࠷ऴతʹબ͹ΕΔͷ

͸਺໊Ͱ͕͢ɼΈͳ͞Μ͕͜Ε͚ͩ

ಠ૑తʹࣗ༝ͳൃ૝Ͱࢉ਺ɾ਺ֶʹ

਺ɾ਺ֶͷ໨ͰੈքΛࢉɼ͍߹͖޲

ଟ֯తʹͱΒ͑ͨ͜ͱ͸ɼ΋ͷ͍͢͝࢈ࡒͰ͋Γɼ͢͹Β͍͜͠ͱͰ ɻ݁͢

Ռʹ߆Β ɼͣ·ͣ͸ͦ͏͠ ͨ͢͹Β͍͠਺ֶऀͱ͠ ͯͷࣗ෼Λ๙ΊͯތΓʹ

ͯͬ͘ࢥ ͩ͞ ʂ͍

΍ܑఋݧ΍έʔΩɼු࣮͘ޠ΍෺ܗ֯ޒ೥΋ɼ͓஡ࣨ΍ͻΒ͕ͳɼࠓ

՞ɼֆຊ΍͑Μͽͭ΍ηϛ΍κ΢ϦϜγͳͲͳͲɾɾɾଟ݌ ͷ͘਎ۙͳ΋

ͷ͔ΒΈΜͳ͕ͱͬͯ΋ૉఢͳࢉ਺ɾ਺ֶΛ୳͠౰ͯɼ୳ͯ͠ڀ ͍·ͨ͠ɻ

ຊ౰ʹ͢͹Β͠ ͍ɼ৽͍͠ࢹ఺ͱؒ࣌Λ͋Γ͕ͱ͏ ʂ

ຊ೥౓΋·ͩίϩφ΢ΠϧεͷӨ࢒͕ڹΓɼैདྷͷֶश͕ڥ؀໭Βͳ͍தͰ΋ɼΈͳ͞Μํ͔Βɼ਎ͷճΓ

ͷ೔ৗΛ਺ཧͰ୳͢ڀΔଟ ͷ͘༏Εͨ࡞඼͕ͤدΒΕͨ͜ͱʹ৹ࠪҕһͱ͠ ͯɼͱͯ΋͏ Ε͘͠ ·͍ࢥ ɻ͢খ

ֶੜֶߴ೥ͷ෦ͷ৹ࠪΛ୲౰͠·͕ͨ͠ɼ਺ֶΛ͜͏࢖ͱΛ໨తʹ՝୊͕ߏங͞ΕΔͷͰ͸ͳ͘ɼࣗ෼Ͱࣗ

Β͕ؾ෇͍ͨ਎ͷճΓͷݱ৅͔Β՝୊Λ͍ͩ͠ݟɼஸೡʹ՝୊Λղܾ͢Δ࿦ཧΛల։ͯ͠ ͍ த͘Ͱɼඞવత

͠·৺͠ײ඼͕ଟ͍͜ͱʹɼ࡞ΘΕ͍ͯΔ࢖਺ɾ਺ֶ͕ࢉʹ ͨɻ

਺ɾ਺ֶͷ࿮૊ΈͰ༩ࢉॳ͔Β࠷ Β͑Ε͍ͯͳ͍࣮ݱͷੈքΛ਺ཧతͳϝΨωͰݟΔ͜ͱɼ·ͨɼ͑ݟΔ͜

ͱ͸ɼͱͯ΋೉͘͠ ɼେਓͰ΋༰қͳ͜ͱͰ͸͋Γ·ͤΜɻண࣮ʹ΋ͷ͝ͱΛ45&".ͷࢹ఺Ͱଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ

͖ΔΑ͏ʹͳͬͨ͜ͱΛࣔͯ͠ ͍· ɻ͢͜Ε͔Β΋ɼࣗ༝ڀݚΛؤுͬͯ͘ ͍ͩ͞ɻ
౉ลҕһ

ຖ೥ɼΈͳ͞Μͷࣗ༝ڀݚ

Λಡ·ͤͯ΋Β͏ ͷΛָ͠Έʹ

ͯ͠ ͍· ɻ͢ࠓ೥͸ίϩφ΢Π

ϧεײછ঱ͷӨ͕ڹऩ·Βͳ

͍தͰ͕ͨ͠ɼଟ͘ͷ࡞඼͕

਺ɾࢉΒΕɼΈͳ͞Μͷͤد

਺ֶͷֶͼ͸ίϩφʹෛ͚ͣ

ਐΊΒΕ͍ͯΔ͜ͱΛ͏Ε͘͠

·͍ࢥ ɻ͢

Β཭Εͨ਺ֶ͚ͩͷ͔׆௨͢ΔςʔϚ΍೔ৗੜڞ඼ͱ࡞Ͱͷ·ࠓ

ͬࢥʹ඼΋͋ΔͷͰ͕͢ɼ͸΍ΓɼΈͳ͞Μ͕਎ͷճΓͷ͜ͱͰٙ໰࡞

ͨΓɼڵຯΛͨͬ࣋Γ͠ ਺ɾ਺ֶͰ௅ઓͯ͠ࢉͯ ͘Εͨɼ໰୊ൃݟͷ

෦෼ʹ͘ڧऒ͔Ε·ͨ͠ɻ͜Ε͔Β΋ɼ͍Ζ͍Ζͳ͜ͱʹڵຯΛ΋ͪɼ

਺ֶతʹ͑ߟΔ͜ͱΛେ੾ʹͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

蒔苗委員

ʮࢉ਺ɾ਺ֶͷࣗ༝ڀݚʯʹ Ԡ

ื͞Εɼશ͔ࠃΒબ͹Εͨ࡞඼

Λɼதԝ৹ࠪҕһձͷ৔ͰಡΉ

ͱ͕͜Ͱ ·͖͠ ͨɻখֶߍͷ෦Ͱ

͸ɼ೔ৗੜ׆΍ࣾձͰͷͰ͖͝ ͱ

Λࢉ਺ɾ਺ֶͷ໰୊ͱ͠ ͱͯΒ͑ɼ

ࣗ෼Ͱௐ΂ɼ͑ߟɼΘ͔Γ΍͘͢

දͯ͠ݱ ͍Δ࡞඼͕ଟ ·ΒΕݟ͘

ͨ͠ɻ۩ମ෺ΛࣸਅʹͱͬͨΓɼ

ਤʹද͠ Γͨ͠ ͯɼ͞ Βʹݴ༿΍਺ɼࣜɼදɼάϥϑͳͲΛ্खʹ༻͍ͯ

આ໌ͯ͠ ͍·͠ ͨɻࣗऀ࡞਎ָ͕͠ΜͰ͍Δ༷͕ͪ͜ࢠ Β ΋ʹ఻Θͬͯ ͖

·͠ ͨɻ

དྷ೥΋͢ ͹Β͠ ଴ͯ͠ظ඼Λ࡞͍ ͍· ɻ͢਎ͷճΓͷ ·͟͞·ͳࣄ৅ʹ

ຯɾؔ৺Λ΋ͪڵ ɼٙ໰Λղܾͯ͠ ͍͜͏ ͱ͢ Δ࢟੎͕ɼΑ͍࡞඼΁ͱͭ

ͳ͕ͬͯ ͍͘ ΋ͷͱࢥ ·͍ ɻ͢

吉川委員

藤田委員中島委員
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දজのूい��
৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ༧๷ͷ؍఺͔Βɼࠓ೥౓͸ɼ���� ೥ �� ݄ �� ೔ʹΦϯϥΠϯʹͯදজͷू ʢ͍දজࣜɾ࡞඼ൃදʣ

Λ։͠࠵·ͨ͠ɻ
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▲4ページ目

最優秀賞・優秀賞・特別賞-受賞作品の紹介と講評

※紙面の都合で，受賞作品は一部のみを紹介しています。理数教育研究所のホームページで， 
　作品のすべてをご覧いただけます（https://www.rimse.or.jp/）。

全 5 ページ

▲ 1 ページ目

5 ページ目▶

五角形のタイルでしきつめられた広場を公園で
見つけて，それが「研究のきっかけ」になりました。
タイルを観察して特徴を考え，角度や辺の長さを
測り，同じ形を紙で作ってしきつめ実験もしてい
ます。実験結果の記録にも，図や記号，式が効果
的に用いられていて，数学を自由に使いこなして
いる優れた作品です。五角形の中に直角二等辺三
角形を見いだして，しきつめられる場合としきつ
められない場合に分けて考え，それぞれの理由を
発見しました。次なる挑戦も述べられていて，研
究成果が楽しみです。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　中央審査委員会

講 評

ふしぎな五角形タイルのなぞ
京都府　京都聖母学院小学校 ２年　武田 莉乃

塩野直道賞
小学校低学年の部
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Β͔ͬて͍るঢ়ଶࢄの্͕͍Ζ͍ΖなものͰص
を，۩ମతにௐ査しධՁしよ͏として͍·͢。ص
のঢ়ଶをࡱӨしͨࣸਅを༻͍て，「εϖーεをと
るもの」「͕͖޲όラόラなもの」「ෆඞཁなも
の」などのཁҼを͋͛，౰ては·るものの໘ੵ΍
·めて͍ٻΒ͔り۩合のεコΞをࢄ数など͔Βݸ
を，σーλ֮ײΒ͔り۩合と͍͏ਓؒతなࢄ。͢
をもとに計量తに表現し分析͢る͜とにνϟϨン
δして͍る఺͕͢͹Βし͍作品Ͱ͢。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　  　中央審査委員会

ධ ߨ

˛�ϖージ目

˛2ϖージ目

˛4ϖージ目

塩野直道賞
খֶֶߴߍ೥ͷ෦

散らかってるってどういうこと？
ฌݝݿ　ਆށ大学ෟଐ小学校 ̐年　෌࢜ मກ

全 5 ϖージ
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Ի཯とԻのௐ࿨に関͢るࡢ年の自由研究を͞Β
に進めͨ研究Ͱ͢。振りࢠをݧ࣮ͨͬ࢖ͰԻのௐ
࿨の振ಈを͔֬め·しͨ。·ͨ，ϐλΰラεԻ཯
と७ਖ਼཯とのௐ࿨とෆڠ࿨に͍ͭての࡯ߟを数学
΍෺理の関連文͔ݙΒਂめ·しͨ。ͦして，Ϟー
πΝルτの「フルーτとϋーϓのͨめのڠ૗ۂ」
ୈָ̎ষのԋ૗Ͱはフルーτのટ཯に合Θͤてݭ
Β͑ると͑ߟの࿨Ի͕Ի程を修ਖ਼して͍るとثָ
の݁࿦をಘて͍·͢。数学とԻָ，෺理͕ௐ࿨し
ͨ研究Ͱ͢。

中央審査委員会

ධ ߨ

塩野直道賞
தֶߍͷ෦

全 �0 ϖージ

˛ � ϖージ目˛ � ϖージ目

˛2ϖージ目

ピタゴラス音律と純正律による音の調和の検証
新ׁݝ　上ӽཱࢢ༤ࢤ中学校 ２年　ؙࢁ ༏Ղ

˛5ϖージ目
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˛�ϖージ目˛�ϖージ目

কع΍ޟのよ͏な૊Έ合ΘͤήーϜ（ରઓήー
Ϝ）に֬཰をಋೖし，ήーϜのڍಈをௐ΂·しͨ。
ҰൠのήーϜ理࿦Ͱは，δϟンέンのよ͏なθ
ϩαϜήーϜには，֬཰をಋೖ͢る͜とにより
φογϡߧۉ（自分͚͕ͩ手を変͑ͨΒଛにな
るのͰ，どͪΒも手を変͑る͜とはͰ͖な͍ۉ
͢·ঢ়ଶ）͕ଘ在͢る͜とはよ͘஌ΒΕて͍ߧ
͕，χϜのよ͏なରઓήーϜに「֬཰」をಋೖ
してௐ΂ると͍͏ํ͑ߟは໘ന͍とࢥΘΕ·͢。
　　　　　　　　　　　　　　  中央審査委員会

ධ ߨ

˛�ϖージ目˛�ϖージ目

˛�ϖージ目

塩野直道賞
ͷ෦ߍ౳ֶߴ

全 � ϖージ

組み合わせゲームへの確率の導入について
౦ژ౎　ஜ೾大学ෟଐۨ場高౳学校 ３年　ੴງ ேཅ
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࣋ؾを৯΂͍ͨʂと͍͏ΈΜなのࢠなお՛͖޷
ͪを͍ޓにଚॏし͍ࢥ΍りな͕Β分͚るにはど͏
しͨΒよ͍ͩΖ͏とͨ͑ߟૉఢな研究Ͱ͢。お՛
を஥よ͘分͚るํ法を௨͡て，ྖ౔を஥よ͘分ࢠ
͚るにはど͏͢Ε͹よ͍͔など，4%(T17 ൪໨
の「ฏ࿨とެਖ਼を全てのਓに」΁の͑ߟもਂめて
を͏·͘数஋に௚して͍る͜「ͪ࣋ؾ」。͢·͍
と，۩ମతな分͚ํ΍༏Εͨ「ަ׵」のํ法をੜ
Έ出し，࣮ࡍにՈ଒Ͱ࣮ݧして͍ると͜Ζも͢͹
Βし͍Ͱ͢ʂ

中央審査委員会

ධ ߨ

˛ � ϖージ目˛ � ϖージ目

˛2ϖージ目

˛5ϖージ目

文部科学大臣賞

全 5 ϖージ

ヘンゼルとグレーテルの法則　～私にもできるSDGs～
社小学校 ２年　ਗ਼ਫ 結߳ࢤ౎෎　ಉژ
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˛6ϖージ目

Χλラン数のҰͭのఆ義Ͱ͋るತ多֯ܗの֯ࡾ
数（ଞには，数学としてҙຯの͋るݸ分ׂのܗ O
文ࣈのΧοコの෇͚ํ，ܗ֯ࡾの֊ஈにお͚る࠷
୹経࿏のݸ数などもΧλラン数Ͱ͢）を，৚݅෇
͖Ͱよりݩ࣍ߴのತ多໘ମに֦ுし·しͨ。͞Β
にϐΧール・ϰΣογΦのඍ分ํ程ࣜのΨϩΞ理
࿦のࠩ分ํ程ࣜ版，ࠩ分ମのΨϩΞ理࿦をద༻し
て，ಘΒΕͨҰൠԽΧλラン数͕؆୯な数ྻͰは
な͍͜とをࣔして͍·͢。ߍߴੜとしてはૉ੖Β
し͍作品Ͱ͢。

　　　　　　　　　　　　　　中央審査委員会

ධ ߨ

˛ � ϖージ目˛ � ϖージ目

˛�0ϖージ目

Rimse 理事長賞
ࠩ෼୅਺ʹΑΔଟ໘ମͷ࢛໘ମ෼ׂʹ͓͚Δ৔߹ͷ਺ͷఆࣜԽ

๺ւಓ　๺ւಓ੩内高౳学校 ２年　ੁݪ ྒ

全 �0 ϖージ
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読売新聞社賞 Ϛ΢ϯυͷڑ཭ͱ໺ٿͷϓϨʔͱͷؔ܎
学ؗ中学校 ３年　ҏ౻ ५ࡩ౦ཱݝܗࢁ　ݝܗࢁ

ධ ߨ

Ϛ΢ンυとϗーϜϕーεのڑ཭の変ࢼ͕ߋ合全ମに༩͑
るӨڹをఆ量తに࡯ߟし·しͨ。Ϛ΢ンυとϗーϜϕーε
のڑ཭の変ࢼ͕ߋ合全ମにӨڹを༩͑る͜とは༰қにਪ࡯
Ͱ͖·͕͢，ͦΕをఆ量తに分析͢る͜とは༰қͰは͋り
·ͤΜ。೉୊にՌ׶に௅ઓ͢る筆ऀの͍ڧҙ͕ࢤ఻Θͬて
͘るҙཉに͋;Εͨ研究Ͱ͢。中学数学を͢࢖ۦる͜とͰ
៛ີな分析͕な͞Εて͍る఺͕͘ߴධՁͰ͖·͢。

中央審査委員会

ධ ߨ

μンΰϜγをݧ࣮ͨͬ࢖をಠ自に構૝し，μンΰϜγの
，ධՁͰ͖·͢。と͘に͘ߴして͍る఺͕ূݕಈ特ੑをߦ
μンΰϜγにΧーϒをͤͨ͞ޙのߦಈに͍ͭてূݕしͨ఺
は興ຯਂ͍Ͱ͢。Ұن，ݟଇੑ͕な͍よ͏にࢥΘΕるੜ෺
のߦಈに潜Ήύλーンのূݕはқし͍͜とͰは͋り·ͤΜ。
し͍ͨԾઆにԠͨ͡σβΠンの࿦理ੑと݁Ռの·とめূݕ
ํ͕ॏཁになり·͕͢，数学తなΞルΰϦζϜに֬཰తな
ཁૉをՃ͑て݁࿦をಋ͍て͍る఺͕とても༏Εて͍·͢。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央審査委員会

˛ � ϖージ目

˛ � ϖージ目˛ � ϖージ目

˛ � ϖージ目

内田洋行賞 Ί͍Ζͷୡਓʂʁ μϯΰϜγ
߳ึ 本ڮ　Ҫ小学校 ̐年ཱ҆ࢢ౎ژ　౎෎ژ

全 � ϖージ

全 5 ϖージ
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学 研 賞 ͻͤͬ͠ΐ͘ମ͓Μ͚͍͸͍͔ͤ͘ͳͷ͔ʁ
๺ւಓ　名ཱࢢد名د小学校 ２年　ઌ઒ ༘೫

ධ ߨ

新ܕコϩφ΢Πルεײછ঱ରࡦͰຖ日ར༻して͍るඇ઀
৮ମԹ計に͍ͭて，͙͢に計Εてศར͚ͩΕどਖ਼֬なの͔
な，と͍͏ٙ໰͔Βελーτしͨ研究Ͱ͢。本౰͔な，֬
͔めてΈよ͏，と͍͏よ͏に͑ߟΒΕて͍る఺͕͢͹Βし
͍Ͱ͢。࿬のԼͰଌఆしͨ自分のମԹと，ඇ઀৮ମԹ計Ͱ
ଌఆしͨମԹのࠩをௐ΂て͍·͕͢，ମԹをଌఆ͢る৔ॴ
およͼͦの৔ॴのؾԹと͍͏新ͨな分析の؍఺をՃ͑て，
ूめͨσーλを表΍๮グラフに·とめ，Θ͔ͬͨ͜と΍ߟ
͑ͨ͜とをஸೡにϨϙーτに·とめて͘Ε·しͨ。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央審査委員会

ධ ߨ

ॳ౳زԿͰ͋るγϜιンのఆ理の֦ுをͨͬߦ研究Ͱ͢。
数学πール (FP(FCSB を༻͍ͨ࡯ߟは現୅なΒͰはとݴ
͑るͰしΐ͏。࡯ߟのよ͏͔͢Β (FP(FCSB を͍͜࢖な
して͍る͜と͕͑࢕·͢。数ࣜ૊版γεςϜͰ͋る
-B5F9 を༻͍ͨϨϙーτ作੒およͼ数学࿦文の書͖ํを
౿ऻしͨ಺༰構੒͔Β，数学に͔͚るฒʑなΒ͵͕͍ࢥಡ
ΈऔΕ·͢。Ұࡢ年͔Βଓ͚てͨͬߦ研究の׬੒度͕ධՁ
Ͱ͖·͢。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央審査委員会

▲ 1 ページ目

˛ � ϖージ目

▲ 1 ページ目

˛ � ϖージ目

γϜιϯઢ 
 ̕఺ԁͷҰൠԽͱΦΠϥʔɾϙϯεϨ఺
ઍ༿ࢢ　ݝ઒中学校 ３年　ᜊ౻ ً

日本数学検定協会賞

全 5 ϖージ

全 �0 ϖージ
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͍ͪ͹ΜΉ͔͍ͣ͠ͻΒ͕ͳ͸ͲΕʁ
ಢ໦ݝ　Ӊ౎ٶ大学共ಉڭҭ学部ෟଐ小学校１年  ٢ా ཨ՚

˛ � ϖージ目

˛ � ϖージ目

˛ � ϖージ目

˛ � ϖージ目

中央審査委員
特別賞

ʮτϦοΫ͕ͳ͍ʯͷ͕τϦοΫͰ͢ɹʙτϥϯϓϚδοΫʹӅ͞Εͨ࿦ཧʙ
౦ژ౎　๺ཱ۠੢ු間小学校̑年　今ࢬ ॣే

全 5 ϖージ

全 5 ϖージ

ධ ߨ

ධ ߨ

筆ऀの෕͕τランϓϚδοクをͤݟて͘Ε·しͨ。,
 2
 
+
 " のΧーυをϚーク͝とにॱになΒ΂てࢁにし·͢。
�，のΧーυを੾ͬて͔Βࢁ ͭの৔ॴに 1 ຕͣͭ഑ͬて
͍͘と，,
 2
 +
 " と͍͏ಉ͡数のΧーυ͕ू·ͬて͍·
筆ऀはϚδοクのτϦοクを໌Β͔にし͍ͨと͍ͨڻ。͢
૊Έ࢓Χーυのฒ΂ํ΍੾りํ，഑りํの数学తな，͍ࢥ
を分析し·しͨ。͢ると，手ॱにし͕ͨͬてಉ͡ૢ作を͢
Ε͹，ͩ Ε͕ͬߦても੒ޭ͢る͜と͕Θ͔り·しͨ。τϦο
クはな͔ͬͨのͰ͢。筆ऀはޙ࠷に，࿦理のඒし͞にײಈ
しͨとड़΂て͍·͢。ෆࢥ議に͑ࢥるࣄ৅を࿦理తなਪ࿦
によͬて解໌しͨ఺͕༏Εて͍·͢。

中央審査委員会

中央審査委員
特別賞

とても͔Θ͍͍，ͰもԞਂ͍作品ʂ　特に「δグβグ」「フ
ϫフϫ」「クルクル」に分͚て೉し͞を͑ߟ，ͻΒ͕なの೉
し͞を఺数Խ͢ると͍͏のは新し͘てૉఢなൃ૝Ͱ ʂ͢　
Χラフルな৭分͚のよ͏͢も，Ұੜ໋ݒ書͍て͍るࣈもૉ
ఢʜ。࠷ॳに༧૝をͨて，࣮ࡍに֬ೝして͍る࢟੎もよ͍
Ͱ͢Ͷʂ　世քには多༷な文ࣈ΍フΥンτ͕͋り，文ࣈの
ࣈにも͞·͟·な算数͕ӅΕて͍·͢。ͥͻ，文ޙのഎܗ
のັྗを算数のྗͰもͬとਂ۷りして͍ͬてͩ͘͞ ʂ͍

中央審査委員会
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中央審査委員
特別賞

υϛϊ౗͠ͷࣦഊΛͳͤ͘ʂɹʙυϛϊͷ౗Εํͱ౗ΕΔ଎͞Λௐ΂Δʙ
ҭ学部ෟଐ小中学校６年　߳ా　Ղ໹ڭෞ大学ذ　ݝෞذ

中央審査委員
特別賞

Oਐ๏Ͱͷ�ʗQͷ॥؀અͷ௕͞ʹݱΕΔنଇੑ
ਆಸ઒ݝ ϑΣϦスঁ学Ӄ高౳学校１年　ࢁ中 Ѫࢠ

˛ � ϖージ目

˛ � ϖージ目

˛ � ϖージ目

全 5 ϖージ

全 �0 ϖージ

ධ ߨ

ૉ数のٯ数は॥؀খ数になる。͜の॥؀͢る部分（॥؀
અ）に͍ͭて興ຯをͨͬ࣋͜とを͖͔͚ͬに，ͦの数をO
進数にしͨΒど͏なる͔をௐ΂ͨ作品Ͱ͢。本研究Ͱは，
·ͣͨ͘͞Μのྫを計算し，ͦの中Ͱ࣭ੑ͚ͨͭݟをఆ理
として༧૝し，ͦΕΒを͖ͪΜと数学తにূ໌して͍·͢。
͜のҰ連の作ۀは数学ऀの研究とಉ͡Ͱ͕͢，ͦのূ໌を
͖ͪΜと͚ͭ，͞Βに 10 ϖーδに্手͘·とめて͍るྗ
作Ͱ͢。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中央審査委員会

ධ ߨ

ฒΜͰ͍るυϛϊ͕౗Εるの͔ど͏͔，ͦの現৅に͹Β
͖͕ͭ͋る͜とに筆ऀは͖͕ͭؾ·しͨ。現在，࣮૷Խ͕
進ΜͰ͍る"*は͜のよ͏なෆ࣮֬ੑの༧ଌにνϟϨンδ
͢るߴ度な数学͕എܠに͋り·͢。υϛϊ͕౗Εるॳظཁ
Ҽに，υϛϊの大͖ とִؒの෯͕͋る͜と͚ͩ（͞ߴ͞）
Ͱな͘，中ؒ特ੑに，౗Εる֯度と଎度͕͋る͜とを͍ݟ
ͩし，ϓϩηεを੔理しな͕Βυϛϊ͕౗Εる数理తなϝ
ΧχζϜをσーλͰஸೡに解͖໌͔ͦ͏とし·しͨ。"*
の༧ଌϞσル構ஙに近͍手ଓ͖を౿ΜͰ͍る༏Εͨ作品と
して，͘ߴධՁし·͢。

中央審査委員会
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ݙจߟࢀ
ɾग़Ӣ໻ੜͷ৿ത෺ؗʮ఻આͷڭՊॻΛڷͨͬ࡞౔ͷҒਓʰԘ໺௚ಓ෺���
ޠ��� ʯɦ���� ೥ɽ
ɾۚ୔େֶࢿྉؗʮԘ໺௚ಓͱʰ྘දࢴ ʯɦ���� ೥ɽ

1��0年ੜ·Ε。։੒ߴ౳学࣌ߍ୅に受͚ͨ஍学の授ۀͰϓϨーτςクτχクε΍஍਒༧஌に興ຯをͭ࣋。東ژ大学理学部
஍࣭学科ଔۀ，ಉ修士課程修了。修士Ͱの研究ςーϚは׆அ૚の׆ಈੑのධՁ。1���年より東ژ学ܳ大学附属ߴ౳学ߍ
Ͱ，1���年より։੒中学ߴ・ߍ౳学ߍͰ஍学を教͑る。ߍߴ஍学の教科書の執筆にも携Θる。झຯはτϨοΩングとϩー
υόΠク。ৗʑ఻͍͑ͨとͬࢥて͍る͜とは「஍ٿにॅΉなΒ஍ٿの͜とを஌ͬて͍ͨ΄͏͕͍͍」

େؾのྲྀΕ͔Β
Δ͜と͑ݟ

第�回

։੒த学ߍɾߴ౳学ߍɹ教་

༗ࢁ 智༤   /   ͋Γ΍· ͱ΋͓ 

ຕ̍のਤ͔Β஍ٿΛ͑ߟΔ�ʙ஍ٿ͸ͲΜͳͱ͜Ζ͔ʙ連載

次の図は大ؾの大॥؀のようすを表したものです。偏੢෩

や๵қ෩という名称はな͡Έがあるのではないでしΐうか。こ

のような஍نٿ໛の大ؾのྲྀれがどうなっているのか，どうし

てそのようなྲྀれが生͡るのかを見ていってΈましΐう。

๺൒ٿに஫目すると，大ؾの大॥؀は大きく３つの౦੢方

向のྲྀれに分かれています。このような॥؀が生͡る͓もなݪ

Ҽは，次の 2 つであると考えられます。

・஍ٿがٿであることによるೆ๺方向のԹ度差

・஍ٿがࣗసしていることにより生͡るస向力

స向力についてはલ回も৮れましたが，஍ٿがࣗసしている

ことにより生͡る見か͚の力のことです。๺൒ٿでは進ߦ方向

直֯ӈ向きにಇき，ؾѹ傾度力の向きからӈにそれて෩がਧ

くことになります。

それでは，図１のような大॥؀がなͥ生͡るのか，この 2

つの要ૉでઆ໌してΈましΐう。

ᶃ　੺ಓ෇近でஆめられたۭؾが上ঢしますが，ݍք面（੺ಓ

෇近では高度໿�� LN）より上には上ঢできないので，ೆ ๺に

分かれます。๺に向かうۭؾはస向力により๺౦に向かうྲྀ

れになります。このྲྀれによりѥ೤ଳ高ѹଳの上ۭではۭؾ

がूまり，ߦき場を求めたۭؾは下߱ྲྀؾとなります。ѥ೤ଳ

高ѹଳで下߱したۭؾはೆ๺にਧき出しますが，ೆ （੺ಓ）に

向かう෩は，స向力によりೆ੢に向かう෩になります。これが

๺౦๵қ෩です。๵қ෩がਧく௿Ң度஍ҬにはԖ直面内の॥

؀がܗ成されて͓り，ϋυϨー॥؀とݺばれています。

ᶄ　๺ۃでྫྷえたۭؾが下߱ྲྀؾになることがݪҼとなり，

ଳલઢの間にはϋυϨー॥؀とಉ༷のԖ直面内פ高ѹଳとۃ

のۃ॥؀がܗ成され，஍表෇近でೆ੢に向かう෩になります。

これがۃ偏౦෩です。

ᶅ　ѥ೤ଳ高ѹଳで下߱したۭؾは๺に向かってもྲྀれます

େؾͷେ॥؀

ਤ � େؾͷେ॥؀　h ஍学基ૅ վగ൛ （ɦؗྛܒ）よりҾ用

（b）大気の
        大循環
　　(模式図)

上空の風
地上の風

寒帯前線
ジェット気流

（高度約8 km）

亜熱帯
ジェット気流

Jp

Jp

Js

Js
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90˚
高
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低

低

30˚

0˚

寒帯前線帯

偏西風

極高圧帯

極偏東風

圏界面

ハド
レー
循環亜熱帯高圧帯

亜熱帯高圧帯

熱帯収束帯

（
高
度
約
17　

）
km北東貿

易風

南東貿
易風

υϛϊ౗͠ͷࣦഊΛͳͤ͘ʂɹʙυϛϊͷ౗Εํͱ౗ΕΔ଎͞Λௐ΂Δʙ
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が，స向力のӨڹでӈ向きにۂがり，ೆ ੢から๺౦に向かう෩

（஍表෇近の੨໼ҹ）となります。これが偏੢෩です。

ᶆ　偏੢෩ଳの上ۭはどのような෩がਧいているでしΐうか。

๺౦からೆ੢に向かう෩が上ۭでਧいていれば，今までとಉ͡

ようにઆ໌できるのですが，実際には上ۭの෩はそうなってい

まͤん。図１のനൈき໼ҹで示されるようにೆ๺にऄߦしなが

ら੢から౦に向かってਧいているのです。しかもこのऄߦして

ਧく੢෩は上ۭ΄どڧく，ಛに෩଎の大きい部分はジΣットؾ

ྲྀとݺばれ，෩଎が�00 N�Tにୡする場߹もあります。

ジΣットྲྀؾのようすを見るために，「஍ٿの෩」というサイ

トを見てΈましΐう。このサイトでは，大ؾの大॥؀のようす

を΄΅ϦアルタイϜで見ることができます。

　　IUUQT���FBSUI�OVMMTDIPPM�OFU�KQ�

このサイトではެ։されているؾ৅データ 	('4 	(MPCBM 

'PSFDBTU 4ZTUFN
 など 
 を֮ࢹ的にわかりやすく表示してく

れます。ࣸਅではわかりまͤんが，実際のサイトではྲྀઢのಈ

きでྲྀれの方向がわかります。ݸਓ的なײ૝ですが，そのよ

うすはとてもඒしく，ோめている͚ͩで༊されるようなؾがし

ます。

ը面のࠨ下に表示されている「&BSUI」をクϦックすると図

３のようなϝχューが表示されます。

Ϟʔυを見ると，大͚ͩؾでなく，ւྲྀや 1. 2�5 などの

。ঢ়෺࣭の分布なども表示Մೳなことがわかりますࢠཻ

ѹで表示されて͓り，500 I1Bؾ౓はߴ は高度໿ 5�5 LN，

250 I1B は高度໿ �� LN で΄΅対ྲྀݍの最上部となります。

。というϝχューでは日෇をબͿことができます࡞ૢ

図̐は「஍ٿの෩」で 250 I1B（高度໿ �� LN）の෩のよ

うすを表示したものです。੺い部分が෩଎の大きいジΣットؾ

ྲྀを示しています。上のஈが �月，下のஈが � 月のものであり，

上ۭから見たものです。੺ۃଆが੺ಓ上ۭから，ӈଆが๺ࠨ

ಓ上ۭから見た図（ࠨଆ２つ）より，ジΣットྲྀؾがೆ๺にऄ

にਧいていることがわ（からӈࠨ図では）しながら੢から౦ߦ

かります。このようすは๺ۃ上ۭから見た図（ӈଆ２つ）では，

๺ۃを中心とした൓࣌計回りのӔであることがわかります。そ

して๺൒ٿでは，๺ۃを中心としたこの൓࣌計回りのӔが最

もڧいྲྀれであることが一目ྎવです。

̦ɹ๺্ۭۃ͸௿ѹ෦Ͱ͠ΐ͏͔ߴɼ ѹ෦Ͱ͠ΐ͏͔ʁ

౜ಥな࣭問に思えるかもしれまͤんが，๺൒ٿで൓࣌計回

りのӔがܗ成される場߹，その中心は௿ѹ部か高ѹ部かとい

う࣭問ͩと考えれば౜ಥではないと思います。๺൒ٿでは௿

計回りのӔとなり࣌で൓ڹΉ෩は，స向力のӨࠐѹにਧきؾ

ます。લ回で࿩題にした୆෩が൓࣌計回りのӔであったことを

思い出してくͩさい。そうすると๺ۃの上ۭには௿ѹ部があり，

ジΣットྲྀؾはそのपりをਧく൓࣌計回りのӔであるというこ

とになります。

この問いに「ۃ高ѹଳがあるのͩから高ѹ部ͩΖう」と考え

た方もいるのではないでしΐうか。図１には֬かにۃ高ѹଳと

ॻかれています。これはࠞཚしやすいのですが，ۃは஍表෇

஍ٿͷ෩

δΣοτྲྀؾ

̍ຕのਤ͔Β஍ٿΛ͑ߟΔ�ʙ஍ٿ͸ͲΜͳͱ͜Ζ͔ʙ連載

ਤ̎ɹӉ஦͔Βͨݟ୆෩ɹh ஍学 վగ൛ （ɦؗྛܒ）よりҾ用

ਤ � ೔ຊ্ۭ͔Βͨݟ஍දͷ෩　8FC サイト「஍ٿの෩」より

ਤ �  ʮ஍ٿͷ෩ʯͷϝχϡʔɹ8FC サイト「஍ٿの෩」より
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近はप囲に比べてؾѹが高く，पりに向かって෩がਧき出して

います。しかし，図１で示されているように上ۭではप囲から

෩がਧきࠐんでいます。これはۃの上ۭではप囲よりؾѹが

௿いということを意味しています。このようにۭؾがྫྷやされ

て下߱ྲྀؾとなりൃ生する高ؾѹはྫྷפ高ؾѹとݺばれます。

下૚は高ؾѹ，上 （ۭ͓よそ３ LN Ҏ上）では௿ؾѹとなる

ので，എの௿い高ؾѹともݺばれます。

̦ɹδΣοτྲྀؾ͸ౙͱՆͰͲͪΒ͕͔͍ڧʁ

図̐で੺ಓ上ۭから見た図（ࠨଆの図）の � 月と � 月を比

較すれば，� 月は๺൒ٿ，� 月はೆ൒ٿ，つまりౙにジΣットؾ

ྲྀがڧいことがわかります。ۃ上ۭから見た図（ӈଆの図）を

見ると，ౙ（� 月）はジΣットྲྀؾがೆدりをਧき，Ն（� 月）

は๺よりをਧいていることもわかります。Նは๺ۃを中心とした

൓࣌計回りのӔが小さいわ͚です。このことはジΣットྲྀؾが

ೆ๺のԹ度差がݪҼとなってਧく෩であり，ౙの΄うがೆ๺の

Թ度差が大きくなることでઆ໌することができます。Նとౙで

੺ಓ෇近のؾԹはあまりҧいがありまͤんが，ۃはՆはന໷と

なりؾԹがある程度上ঢし，ౙはۃ໷（� 日中ଠཅがঢらない）

となるためඇৗにྫྷえࠐΉため，ౙの΄うがೆ๺のԹ度差が大

きくなるわ͚です。तۀでѻうときはԿ月の図であるかをӅし

て͓き，ど らͪが � 月かを考えさͤると理解がਂまるようです。

日本ではஆౙなのに，ಉ͡ظ࣌に๺ถに大פ೾がऻདྷする

ということがあります。またٯになることもあるので，ւと཮

の分布などの஍理的な要Ҽ͚ͩではઆ໌ができまͤん。さら

に，ಉ͡Ң度なら΄΅ಉ͡ؾԹになりそうなものですが，日本

でもஆౙͩったり，פ೾がऻདྷしඇৗにפいౙになったりする

ことがあります。このようなことはさま͟まな要Ҽがؔ࿈して

。していますڹのྲྀれ方が大きくӨྲྀؾこりますが，ジΣットى

図̑は๺ۃ上ۭから見たジΣットྲྀؾのようすを໛ࣜ的にॻい

たものです。๺ۃを中心にೆ๺にऄߦしながら൓࣌計回りに

回సしています。๺ۃ෇近ではྫྷたいۭؾがܗ成されますが，

このジΣットྲྀؾのループにด͡ࠐめられてしまいます。Τア

Χーテンのようなものを࿈૝してもらえばいいでしΐうか。そう

すると，ಉ͡Ң度の̰ ，̱ ２஍఺で，̰ ஍఺はؾפの中，̱ ஍఺

はؾפの֎というঢ়گが生͡，̰ ஍఺はפ೾がऻདྷしפいౙと

なり，ಉ͡ظ࣌に̱ ஍఺ではஆౙということがىこるわ͚です。 

ジΣットྲྀؾのೆ๺のऄߦは，೾がҠಈしていくこともあり，

௕ظ間ಉ͡ঢ়ଶがଓくこともあります。ఱؾ予報の௕ظ予報

はジΣットྲྀؾのঢ়ଶを予ଌすることもॏ要な要ૉとなってい

るわ͚です。

よかったら「஍ٿの෩」にアクセスし，大ؾの大॥؀を実

してΈてくͩさい。　　　　　　　　　　　　　　　　⿣ײ

ஆౙͱפ೾

ਤ �ɹ��� I1Bʢߴ౓ �� LNʣͷ෩　8FC サイト「஍ٿの෩」より。

੺い部分が෩଎が଎く，ジΣットྲྀؾを示している。෩向を示すന໼

ҹを加ච。

� 月　੺ಓ上ۭより

� 月　੺ಓ上ۭより

� 月　๺ۃ上ۭより

� 月　๺ۃ上ۭより

ਤ � ๺্͔ۭۃΒͨݟδΣοτྲྀؾͱؾפͷ෼෍

ؾפ

೾פ

ジΣットྲྀؾ

C

B

ஆౙ

௿
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立正大学データサイエンス学部 教授

渡辺 美智子   /   わたなべ みちこ

2022 年 4 月に入ると，いよいよ小学校，中学校と進めら

れてきた新課程が高校でも始まります。ＡＩ・デジタル社会へ

の変革を射程に，データに基づく思考力や判断力を養うため，

基本的な統計量（基本統計量）の学習内容が算数・数学科で

小学校６年生から中学校，高校と次のように配置されています。

・小学校 6 年生：データ全体の中心位置を見る指標

　　　代表値（平均値，中央値，最頻値）

・中学校２年生：データ全体の位置と幅を見る指標

　　　四分位数と四分位範囲（第１四分位数Ｑ１，

　　　第２四分位数Ｑ２，第３四分位数Ｑ３）

・高校１年生：データ全体の分布の幅を評価する指標

　　　分散と標準偏差

この新課程に対応して 2025 年（2024 年度実施）から始

まる大学入試では，「共通テスト実施大綱 の予告」（文部科学

省）に示されたように，新科目「情報Ⅰ」も加わります。図１は，

大学入試センターより出されたサンプル問題の問題３「データ

の活用」の中の基本的な統計量の表です。囲んでいる箇所が

。の名称ですが，一つではないことがわかりますྔܭຊ౷ج

社会では，日々の売上高や試験の成績，サイトへのアクセ

スユーザー数など，数量的なデータを指標にモノゴトが議論さ

れる場面は多くあります。その際，現場で例えば上司から，直

近数か月間のデータを調べて基本統計を出してこいと言われ，

平均値しか思いつかず，平均が上がったか下がったかの議論し

かできないようでは，小学 6 年生にも及ばないことになります。

学習指導要領では，意味や求め方に加えて，「データの傾向に

着目し，これらを用いて比較などの問題の結論について判断

するとともに，その妥当性について批判的に考察すること」と

あり，情報入試サンプル問題にも出てきたように，最終的には，

これらの基本統計量をセットで理解・活用し身の回りの判断

ができるようになることが求められているのです。また，それ

が，コンピュータの中でＡＩがデータに基づいて判断している

ロジックを理解することにもなります。今回は，社会でも学校

ฏۉ஋͚ͩͰ͸ͳ͍جຊ౷ྔܭ

九州大学大学院総合理工学研究科修士課程修了。理学博士。九州大学理学部附属基礎情報学研究施設文部教官助手，関西大学
経済学部専任講師，助教授，東洋大学経済学部教授，慶應義塾大学大学院教授を経て，2021年より現職。専門は統計学，特
に多変量解析（潜在構造分析法）と統計教育。日本学術会議連携会員，2012年度日本統計学会賞受賞，2017年度科学技術分
野の文部科学大臣表彰「科学技術賞（理解増進部門）」受賞。おもな著書として，『21世紀の統計科学Ⅲ 数理・計算の統計
科学』（東大出版会 分担執筆），『身近な統計（改訂新版）』（放送大学教育振興会　共著）など。放送大学「身近な統計」
主任講師，統計グラフ全国コンクール審査委員長，「算数・数学の自由研究」作品コンクールの中央審査委員を務める。

統計の見方・読み方・使い方連載

成長曲線で学ぶ
基本統計量の種類と活用  Ⅰ

第10回
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の中でも୭もが目にする身௕と体ॏの成௕ۂઢを例に，基本

統計量の໾ׂを解આします。

基本的な統計量は，૊৫のϚωジϝントや؅理に活かされ

ています。もうগし۩体的にいうと，現ى，ࡏこっていること

を数量的な指標の値で֬ೝするとき，その目的は，現ࡏの値

がਖ਼ৗ値もしくは標準的な値の範囲内にあるのかどうか，ま

たは，標準から֎れるঢ়ଶに入っていると言えるかどうかの判

断になります。その際，標準ঢ়ଶと言える値の範囲はどうなっ

ているのか，そのことがわかっていないと判断ができまͤん。

その範囲は，次のように基本統計量によって求めています。

ᶃ　平均値ʶ標準偏差（4%）

ᶄ　第１四分位数と第３四分位数の۠間（Ｑ１，Ｑ３）

学習指導要領が言うとこΖの「データの傾向を஌りŋŋŋ」の

データの傾向とは，ूஂの中心傾向と言われる，標準的なঢ়

ଶの範囲を指します。例で見てΈましΐう。図２は，学校でઌ

生も生ెもよく見る成௕ۂઢとݺばれるάϥϑです。ԣ࣠は

年ྸ，ॎ は身௕，ॎ（ࠨ࣠） （࣠ӈ）は体ॏを表しています。

このάϥϑにࣗ分の年ྸにԊって，身௕や体ॏの計ଌ結Ռを

上のਪҠがわかるંれྻܥ࣌入してい͚ば，身௕や体ॏのه

ઢάϥϑができあがります。

ંれઢάϥϑは小学 4 年生で学習する統計άϥϑで，それ

͚ͩでは，上がったとか，下がったとか，上り幅がどれくらいͩっ

たなどのಡΈऔり͚ͩになりますが，成௕ۂઢにはそのഎܠ

に，ಉ年代のूஂの平均値の変Խが஍図の౳高ઢのように予

めଠઢでඳかれています。その基準ઢが � 本ある͚ͩでも，

ࣗ分の身௕がಉ年代のूஂの平均より大きいかのどうか，ま

た，平均よりどれくらいずれたのか（平均からのภࠩ）の判断

ができることになります。つまり，平均値という基本統計量が

判断をࢧԉするػೳをもっているのです。

しかし，数量的な指標の値はߏ଄上の変Խとは言えない変ಈ

も࣋っています。そこがデータの値を見る上でとても೉しいとこ

Ζで，データの値の変Խがߏ଄的な変Խかもしくはࣗવ変ಈ（ޡ

差変ಈ）の範囲なのかを஌るඞ要があります。つまり，平均よ

り大きいか小さいかの議論をする͚ͩでは，๯಄でड़べたよう

に，小学６年生が学習するٕೳと変わらないことになるのです。

成௕ۂઢのάϥϑを࠶度，よく見てΈましΐう。基準となる

ઢとして，平均ઢの上下に， １ɹ4%， １ɻ4%，ʴ２4%，ʵ２

4% の ઢもඳかれています。 この 4% こそが，4UBOEBSE 

%FWJBUJPO（ඪ४ภࠩ）の಄文ࣈで，平均値とಉ༷，ूஂか

ら計算される基本統計量であり，平均からのずれ（偏差）に

対して，ここまでは標準のࣗવ変ಈの範囲であるということを

指す基準の大きさです。言い׵えると，標準偏差は，平均か

らのずれの大きさを見る上での୯位のような໾ׂをՌたす，た

いへんにॏ要な基本統計量ということになります。そのため，

平均値のまわりで，ฏۉ஋ʶ 4̍% の範囲でಈいている間は標

準と考え，そこを௒える値が؍ଌされると要஫意，ʶ２4% に

ୡして֎れると஫意ק告（アϥートൃಈ）など，औりѻってい

るデータの領Ҭのঢ়گにैって，判断のࢧԉがߦわれること

になります。

標準偏差（4%）の大きさで，平均からのずれのঢ়ଶのਂࠁ

さを判断する方๏の理論的なഎܠには，ਖ਼ن分布にैうデー

タに対する֬཰計算があります。基本統計量の値をデータか

ら求める場߹，そのલにデータ全体がどのような分布をするの

ͰԿΛ൑அ͢Δͷ͔ʁྔܭຊ౷ج
4%๏ͷҙຯ

γάϚʢ̨̙ʣͷ๏ଇ
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かを調べな͚ればなりまͤん。そのためには，数量データに

対して֊ڃとݺばれる۠間に入る度数（データの数）を数え，

๮άϥϑでの度数の変Խを見るάϥϑ（ώストάϥϜ）を࡞成

します。その結Ռ，ώストάϥϜが図３のように，一つのࠨӈ

対称なࢁをܗ成しているとき，そのデータの分布は，ਖ਼ن෼෍

とݺばれるϕルܕのきれいな数学ؔ数で近ࣅできます。

きれいにͽったりと当てはまらいとい͚ないと思う方も多いの

ですが，データはあくまでも現৅を表す一部分（標本）であり，

そこに当てはめる分布の理論ܗは一つにモデルにす͗ないので，

͟っくりと当てはめてΈたら，という֮ײです。

ਖ਼ن分布では，ͪ ΐうどਅん中のࢁの最も高い位置がฏۉ

ʢμʣとなり，中心からഴわら๧ࢠのܗで言えばつばの部分を֎

した ΐͪうど಄の部分までの幅がඪ४ภࠩʢσʣとなります（図

̐）。 Ж（ϛュー）とМ（γάϚ）とは，ΪϦγϟ文ࣈの┱ と͂

のことで，NFBO（平均）と 4%（標準偏差）の಄文ࣈです。

ਖ਼ن分布は，ԣ࣠がデータの値を表し，೚意の値の۠間に対

してそれがىこる֬཰がその۠間の面ੵによって計算できます。

୺から୺（ʵʿ 
 ʴʿ）の۠間では，ͪ ΐうど面ੵは �00 � に

なります。ਖ਼ن分布の大ࣄな性࣭は，標準偏差による次のγ

άϚの๏ଇ，�γάϚ � γάϚ̏γάϚͷ๏ଇです（図̑）。

˞ฏۉʵ̍ γάϚからฏۉʴ̍ γάϚの間に，全体の໿２ʗ３，

　ա൒数の6��� ̀ のデータが入る。

˞ฏۉʵ̎ γάϚからฏۉʴ̎ γάϚの間に全体の΄とんど，　 

　໿�5�4 ̀ のデータが入る。ここから֎れるׂ߹は，ยଆ

　でۇか2�� ̀ である。

˞ฏۉʵ̏γάϚからฏۉʴ̏γάϚの間に全体の΄とんどす

　べて，໿���� ̀ のデータが入る。ここから֎れるׂ߹は， 

　全体でもۇか0�� ̀ である。

このように，平均と標準偏差という基本的な統計量をར用し

た数値指標によるঢ়ଶの؅理は，อ݈やҩྍの領Ҭ͚ͩではな

く，ϝーΧーなどのۀاで一ൠによく࢖用されるख๏であり，Ϛ

ωジϝントのٕ๏です。ＡＩの活用目的に，ঢ়ଶ؅理とҟৗݕ஌

というものがありますが，基本的にはセンサー౳でݕ஌したデー

タ値を通して，Կらかの統計量とরらし߹わͤるものです。

๯಄でड़べたように，算数・数学の「データの活用」領Ҭ

の指導要領には，「データの傾向に着目し，これらを用いて問

題の結論について判断するとともに，その妥当性について批

判的に考察すること」とあります。傾向（データの中心傾向）

については，統計量を基にଊえることができることはઆ໌しま

した。では，批判的な考察とはԿでしΐうかʁ　ここでઆ໌し

た，平均と標準偏差によるঢ়ଶ؅理の基準となるׂ߹や֬཰

のࠜڌは，データの分布が，あくまでも一ࢁ（୯ๆ）でࠨӈ

対称なਖ਼ن分布で近ࣅできるとすればの࿩です。身௕や体ॏ

の分布はՌたしてਖ਼ن分布するのでしΐうかʁ　次回は，こ

の؍఺から，࠶度，基本統計量の࢖い分͚にؔしてઆ໌した

いと思います。　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　⿣

ਤ̏ɹਖ਼ن෼෍Ͱͷۙࣅ

ਤ̐ɹฏۉЖͱඪ४ภࠩМͱਖ਼ن෼෍

ਤ̑ɹਖ਼ن෼෍ͱγάϚͷ๏ଇ

൷൑తͳ࡯ߟͱ͸ʁ

統計の見方・読み方・使い方連載
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1��2年ੜ·Ε。ژ౎大学総合ਓؒ学部ଔۀ（200�年），ژ౎大学大学院文学研究科博士ظޙ課程研究ࢦಋೝఆୀ学（2010 
年）。国ཱ科学博෺ؗۈ務を経て，2021年より現職ߴ。 として͍͕ͨ，大学院߈をબ୒し，大学Ͱは෺理学を主専「ܥ理」Ͱはߍ
͔Β「文ܥ」にస͡て科学࢙を修めͨ。現在は，෺理学・数理科学のྺ࢙と，近現୅日本の科学技術࢙と͍͏ೋͭのྖҬͰ，෯޿
͍研究・教育・࣮ ફをߦ て͍ͬる。著書に，『ྗ学の஀ੜ』（୯著，໊ ໊，共༁）『࢙20世紀෺理学』，（԰大学出版会ݹ ԰大学ݹ
出版会），『αΠΤンε�000年࢙』（؂༁，χϡーτンϓϨε）など͕͋る。ژ౎大学博士（文学）。

෺ཧ๏ଇのՊֶ࢙連載

ΦʔϜの๏ଇ第10回

Ұڮ大学大学ӃࣾޠݴձڀݚՊ
।教授

༗լ ெ᫫   /   ͋Γ͕ ͷͿみち

˞ฏۉʵ̍ γάϚからฏۉʴ̍ γάϚの間に，全体の໿２ʗ３，

　ա൒数の6��� ̀ のデータが入る。

˞ฏۉʵ̎ γάϚからฏۉʴ̎ γάϚの間に全体の΄とんど，　 

　໿�5�4 ̀ のデータが入る。ここから֎れるׂ߹は，ยଆ

　でۇか2�� ̀ である。

˞ฏۉʵ̏γάϚからฏۉʴ̏γάϚの間に全体の΄とんどす

　べて，໿���� ̀ のデータが入る。ここから֎れるׂ߹は， 

　全体でもۇか0�� ̀ である。

このように，平均と標準偏差という基本的な統計量をར用し

た数値指標によるঢ়ଶの؅理は，อ݈やҩྍの領Ҭ͚ͩではな

く，ϝーΧーなどのۀاで一ൠによく࢖用されるख๏であり，Ϛ

ωジϝントのٕ๏です。ＡＩの活用目的に，ঢ়ଶ؅理とҟৗݕ஌

というものがありますが，基本的にはセンサー౳でݕ஌したデー

タ値を通して，Կらかの統計量とরらし߹わͤるものです。

๯಄でड़べたように，算数・数学の「データの活用」領Ҭ

の指導要領には，「データの傾向に着目し，これらを用いて問

題の結論について判断するとともに，その妥当性について批

判的に考察すること」とあります。傾向（データの中心傾向）

については，統計量を基にଊえることができることはઆ໌しま

した。では，批判的な考察とはԿでしΐうかʁ　ここでઆ໌し

た，平均と標準偏差によるঢ়ଶ؅理の基準となるׂ߹や֬཰

のࠜڌは，データの分布が，あくまでも一ࢁ（୯ๆ）でࠨӈ

対称なਖ਼ن分布で近ࣅできるとすればの࿩です。身௕や体ॏ

の分布はՌたしてਖ਼ن分布するのでしΐうかʁ　次回は，こ

の؍఺から，࠶度，基本統計量の࢖い分͚にؔしてઆ໌した

いと思います。　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　⿣

ਤ̑ɹਖ਼ن෼෍ͱγάϚͷ๏ଇ

൷൑తͳ࡯ߟͱ͸ʁ

ճࠓͰ͢ɻࡌయΛ๚ͶΔ࿈ݪՊॻʹొ৔͢Δ෺ཧ๏ଇͷڭ

ͷςʔϚ͸ɼిྲྀɾిѹɾ఍߅ͷؔ܎Ͱ͢ɻ

科学の๏ଇにはਓ名がついたものがগなくありまͤん。こ

の࿈ࡌでもこれまでに，ؾ体にؔする「Ϙイルの๏ଇとγϟ

ルルの๏ଇ」（第 6 回）や࿭੕ӡಈの「έプϥーの๏ଇ」（第

� 回）をऔり上͛ました。ࣗવ科学にもྺ࢙があるというこ

とを多くのਓが最ॳに意ࣝするのは，こうしたਓ名༝དྷの๏

ଇを通͡てではないでしΐうか。

このような๏ଇの多くは高校で学Ϳ内容にଐしますが，中

学校の理科でొ場するものもあります。その代表が，今回औ

り上͛る「ΦーϜの๏ଇ」です。これはిؾ分໺の基本的な

๏ଇであるとಉ࣌に，ਓ名をףした๏ଇとして，ٛ຿ڭҭで

学Ϳ代表的なものと言えるように思います。

Ҏ下では例によって，まず現ࡏのڭ科ॻでのઆ໌を見てい

きます。中学校 2 年の୯ݩ「ిྲྀの性࣭とそのར用」では，

最ॳにిؾ回࿏のઆ໌（直ྻとฒྻ）があり，次いでిྲྀと

ిѹについて学ͼます。そのޙで出てくるのが「ిྲྀとిѹ

のؔ܎」，すなわͪΦーϜの๏ଇです。

ってߦ科ॻの場߹，この๏ଇのઆ໌は，実験をڭのؗྛܒ

考察するという進め方をとっています。実験は，「఍ث߅に

加えるిѹを変Խさͤ

たときにྲྀれるిྲྀを

ଌఆし，ిѹとిྲྀの

間のنଇ性を調べる」

というもので，ଌఆ結

Ռをάϥϑに表すと図

� のようになります。

ここから，次のように

言えます。

ଓ͚てڭ科ॻは，このときのάϥϑの傾き（比例ఆ数）を

Ϳ，とઆ໌します。そして次のように，ΦーϜݺと߅఍ؾి

の๏ଇをࣜで表しています。

ਓ໊ͷ͍ͭͨ๏ଇ

ΦʔϜͷ๏ଇ

［実験］の結果から，抵抗器や電熱線を流れる電流は，
それらに加える電圧に比例することがわかる。この関係
をオームの法則という。

ㅦதֶߍཧՊ
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このように，ڭ科ॻではిѹとిྲྀをそれͧれ計ଌし，྆

ऀのؔ܎からిؾ఍߅をܾめています。ΦーϜの๏ଇは෺理

量どうしの数量的ؔ܎を表すものですが，このؔ܎は実験と

計ଌによって見いͩされるのです。このことを೦಄に置いて，

。を๚ͶてΈることにしましΐう࢙ྺ

ΦーϜの๏ଇに名લを࢒しているήΦルク・ジーモン・Φー

Ϝ（(FPSH 4JNPO 0IN
 �������54）は，�� લ൒のلੈ

υイπの෺理学ऀです。ిؾ఍߅の୯位「ΦーϜ」は൴のۀ

績をه೦してޙに名づ͚られました。この༝དྷとなった๏ଇ

が最ॳにൃ表されたのは，��26 年の論文ʰछ々のۚଐに対

する઀৮ిؾの఻導๏ଇのܾఆ，ならͼにϰΥルタ૷置と

γュϰΝイΨーഒ཰ثにؔする試論ʱです。

ΦーϜがこの論文で報告した実験

は，現代的に言い表すと，ిѹを一

ఆにして఍߅を変Խさͤたとき，ి

ྲྀがどのように変Խするかを調べる

ものです。理科ڭ科ॻの実験とは，

。ているようでগしҧいますࣅ

いま，఍߅を変Խさͤると言いましたが，実際にΦーϜが

ったのは，回࿏の్中につな͙導ઢの௕さを変えることでߦ

した。導ઢのిؾ఍߅の大きさは，௕さに比例し，断面ੵに

൓比例します（これは高校෺理で学ͼます）。ΦーϜが実験

で֬かめたのは，よりਖ਼֬には，ిྲྀの大きさが導ઢの௕さ

に൓比例するということです。

ΦーϜがಘた結Ռの一部を表１に示しました。ここでは �

日に分͚て計 5 回（ྻܥ）の実験をߦっています。֤回の

実験では，ಔでできた � 本の導ઢを࢖いました。いずれも

ଠさはಉ͡で໿ ���5 NN，௕さはॱに，໿ 5
 �0
 �4
 24
 

4�
 �2
 �5�
 ��2 DN となっています。

この実験結Ռから，どんな๏ଇがಘられるのでしΐうか。

ΦーϜによると，導ઢの௕さを xとし，ిྲྀのଌఆ値（ৄ

しくはޙでઆ໌します）を Xとすると，２つの量のؔ܎は

次のࣜでうまく表すことができます。

このࣜにొ場する aは一ൠにిى力とݺばれるもので，

ిѹに対応します。bの΄うは，回࿏のうͪ導ઢҎ֎の部分

によるిؾ఍߅と解ऍできます。したがって，上のࣜは（ి

ྲྀ）ʹ（ిѹ）ʸ（回࿏全体のిؾ఍߅）という意味になり

ます。これは֬かにΦーϜの๏ଇを表しています。

ઌ΄どのࣜは，ࢲたͪにな͡Έのあるܗとはগしҧってい

ます。しかしΦーϜがޙにॻいた論文や本の中では，より現

代的なࣜも現れます。༗名なものとして，ཌ年に出൛された

本ʰ数学的にऔりѻったΨルϰΝーχ回࿏ʱを見てΈましΐ

う。「ΨルϰΝーχ回࿏」という言༿のྺ࢙的આ໌はׂѪし

ますが，要はిྲྀがྲྀれるిؾ回࿏のことです。

ిѹをVʤ7ʥ，ి ྲྀをIʤ"ʥで表すと，ΦーϜの๏ଇは

一ఆのిؾ఍߅RʤЊʥによって，次のࣜで表すことがで

きる。

　　　　　V ʹ R × I   または   I ʹ

ㅦதֶߍཧՊ

ΦʔϜͷ࣮ݧ a
b+x

X ʹ

ͷ֓೦߅఍ؾి

෺ཧ๏ଇのՊֶ࢙連載

“Bestimmung
des Gesetzes...”

Ohm 
1826

V
R

೔࡯؍ ྻܥݧ࣮
ಔઢ

/P�� /P�� /P�� /P�� /P�� /P�� /P�� /P��

�݄�೔ ᶗ �26��5 �00��5 2����5 2���25 ��0��5 ��4�50 ���25 4��50

� �݄�೔
ᶘ ����25 2���00 26��00 2�0�25 ����50 �2���5 �0�00 46�00

ᶙ �0��00 2�4�00 26���5 226�25 ����00 �2���5 ���00 44�50

� �݄�೔
ᶚ �05�25 2���50 25��00 224�00 ����50 �24��5 ���00 44�50

ᶛ �05�00 2�2�00 25��25 22��50 ����00 �24��5 ���00 44�00

ද̍ɹΦʔϜͷ࣮݁ݧՌʢ����೥ʣɹ実際の論文では，小数でなく分数表هを用いている（「�26 ��4」「��� ��4」「�0�」など）

40   No.33



ΦーϜはこの本で，一࿈の実験結

Ռを౿まえ，ిྲྀにؔする現৅を理

論的にઆ໌しています。この中でΦー

Ϝは，S � A
L というࣜをॻき，次の

ようにॻいています（༁文はطଘの

๜༁のもので，ʦ　ʧはචऀのิ଍）。

ここにొ場する文ࣈ Lは，「׵算௕」とݺばれています。

ΦーϜは，ઌ΄ど঺հした実験ではಔでできた導ઢを࢖って

いましたが，ԫಔ（これはผのۚଐです）を࢖った実験もಉ

఻導性がҟなؾっていました。そこで，このようにిߦに࣌

る場߹や，ಉ࣭͡ࡐでଠさがҟなる場߹も考ྀして，୯なる

௕さではなく，一ఆの఻導཰と断面ੵを࣋つ導ઢで置き׵え

た場߹の௕さというものを考えたのです。この「׵算௕」と

いう֓೦が，今日のిؾ఍߅に૬当します。

ಉ༷に，文ࣈ Aは「ு力」とݺばれていますが，ここで

はৄࡉにཱͪ入らず，今日のిѹに対応するとして͓きま

しΐう。その代わり，Ҏ下ではΦーϜの実験にજΉ意֎な೉

しさに৮れてΈたいと思います。

今日の理科実験ではి஑を࢖うのが;つうですが，ΦーϜ

が ��26 年の実験で用いたのは，গしલにൃ໌された೤ి

対でした。೤ి対とは，2 छྨのۚଐの๮の྆୺を結߹して

ྠをつくり，2 箇所の઀఺をҟなるԹ度にอって͓くと，こ

のྠにిྲྀがྲྀれるというものです。

そもそもΦーϜの࣌代には，今日のように出力の҆ఆした

ి஑はまͩありまͤんでした。つまり，「ిѹを一ఆにする」

ということࣗ体がࠔ೉ͩったのです。ΦーϜは当ॳ，ಔ൘と

ѥԖ൘をి解༹࣭ӷにਁしたి஑を࢖ったのですが，実験中

にిى力が௿下してしまうため，ಘられた๏ଇは間ҧったも

のでした。そのݯి，ޙをಔとϏスϚスからなる೤ి対に変

えたことで，ਖ਼しい๏ଇがಘられたと言われています。図 2

がその実験૷置で，2 箇所ある઀఺が 0 ˆと �00 ˆにอた

れるように޻෉されています。

たͩし，ΦーϜはిѹを直઀ଌఆしたわ͚ではありまͤん。

ిѹの値はΉしΖ，ిྲྀと఍߅（導ઢの׵算௕）の数値から

ܾめられるものです。そこで，ઌの表に示した実験結Ռをも

とに計算してΈると，その値は実験͝ྻܥとにҧった数ࣈに

なります。つまり，ಉ͡೤ి対をಉ͡Թ度で࢖っているにも

かかわらず，ిѹの値はຖ回ҧっていたことになるのです。

ిྲྀについてはどうでしΐうか。実験૷置の図を見ると，

ଌఆに「Ͷ͡りട」が࢖われています。導ઢにిྲྀがྲྀれる

と，प囲に࣓քが生まれ，そばに௻るされた࣓਑が回సしま

す。実は，表１にهされたଌఆ値（  X ）はその回సの֯度で，

これをଌることでిྲྀの大きさに代えたのです。ͪなΈにこ

の方๏は，現ࡏでも用いられるిྲྀ計のݪ理となっています。

このようにΦーϜのݪయを見てくると，ిྲྀ・ిѹ・఍߅

という基本的な֓೦がܾして୯७なものでないことにؾ෇か

されます。ిྲྀはͶ͡りടを࢖ってଌఆできるとしても，ి

ѹについてはଌఆखஈがなく，҆ఆしたిݯもありまͤんで

した。ిؾ఍߅についても，さま͟まな導ઢでの実験をもと

に「׵算௕」という֓೦を考え出すඞ要がありました。Φー

Ϝの๏ଇは，計ଌするとはどういうことなのかを考える題ࡐ

としても༏れているように思います。　      　　    　　 ⿣

ガルヴァーニ回路の中の電流の大きさ［S］は，すべての

張力［A］の合計に比例し，回路の全換算長［L］に反比

例する。

ిѹͱిྲྀͷଌఆΛΊ͙ͬͯ

Die
galvanische

 Kette

Ohm 
1827

৘ใߟࢀయʹ͍ͭͯのݪ
˓ (FPSH�4JNPO�0IN
�╏ⓤ#FTUJNNVOH�EFT�(FTFU[FT
�OBDI�XFMDIFN�
ɹɹ�.FUBMMF�EJF�$POUBDUFMFLUSJDJUÅU�MFJUFO���
�⁖������
˓ (FPSH�4JNPO�0IN
�Die galvanische Kette, mathematisch

 　bearbeitet,��������ʲ೔ຊޠ༁ʳࡾ੕ً޹༁ɾղઆʰΦʔϜͷ࿦จͰ�
ɹ�ͨͲΔిѹ֓೦ͷܗ੒աఔ ʢɦେֶڭҭग़൛ɼ���� ೥ʣॴऩɽ
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一般社団法人 理数教育研究所（Rimse）では，理数科目を

中心に学校教育の視点から教育全般をめぐる諸課題について

研究・協議・発信を行うことを趣旨とする Rimse 東京懇談

会を 2016 年に設立し，これまで，「学習指導要領の実施に

おける教育指導上の課題」「校長先生や教員が直面している

課題」「教員の養成・採用・育成 ( 研修 ) に関わる課題」「教

員の資質・能力の向上に関する課題」などについて協議を重

ねてまいりました。

委員の構成メンバーは，教員養成系大学で教員養成を担当

する実務家教授のみなさんです。

特に，「コロナ禍における感染防止や学びの保障，教育課

程の取扱い」「学校における働き方改革の推進」「GIGA ス

クール構想の実現に向けた課題」「新学習指導要領の全面実

施における現状と課題」など，具体的な課題を踏まえて協議

を継続しております。

また，茨城大学教授の小口祐一先生を中心とする Rimse

東京懇談会調査研究部会は，都内の各地区教育委員会，校長

会，校長先生，学校等へのアンケートを実施し，教員研修，

校内研修，校内環境，学習内容の観点から分析を進めてまい

りました。

委員の先生方からも率直な意見を幅広くいただきました。

第 1は「中教審答申 (2021,1,26) についてです。具体的に

は小学校高学年における教科担任制の導入，小・中学校の免

許状併有の促進，学習内容の定着」などについてです。

第 2は「新学習指導要領全面実施における課題」につい

てです。具体的には主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た取り組み，指導と評価の一体化に向けた取り組みなどにつ

いてです。

第 3は「コロナ禍における教育実践，オンライン授業と

対面教育の在り方等」についてです。具体的には「遠隔・オ

ンライン教育を含む ICT を活用した学びの在り方，教育のハ

イブリッド化に関わる課題などについてです。

各委員の具体的な意見については，今後，本欄において具

体的に紹介される予定です。

新型コロナウイルスは，学校教育にも極めて大きな影響を

与え，学校は「感染予防」「学びの保障」「教育課程の柔軟な

変更と実施」など，これまで経験しなかった対応を余儀なく

されました。

学校では，「コロナ禍への対応」とともに，新学習指導要

領の全面実施が順次行われており，「社会に開かれた教育課

程」「授業改善」「カリキュラム・マネジメント」などの課題

への取り組みを進めてきました。

さらに「働き方改革の推進」「GIGA スクール構想の実現」

など新たな教育課題への具体的な対応が求められています。

文科省は令和 2（2020）年 6月，「学びの保障」総合対策

パッケージを公表し，新型コロナウイルス感染症対策に伴う

3JNTF ౦࠙ژஊձのาΈ̍

3JNTF ౦࠙ژஊձҕһ͔Βの཰௚ͳҙݟ�

ίϩφՒʹ͓͚Δʮ学ͼのอোʯ�

ʹҭڭ
ɹ৽͍͠෩Λ ʙ౦࠙ژஊձΑΓʙ

ίϩφՒʹ͓͚Δ学ͼͷอো
ɹʮ学͕ߍ௚໘͢Δ՝୊ͱ教һͷࢿ ɾ࣭ೳྗͷ্޲ʯ

大江 近   ö ç  ͓͓͑ ͔ͪ͠

�9�� ೥࿨Վݝࢁੜ·Εɻ౦ژ౎ެཱத学ࣾߍձՊڭ་ɼ࿅അ۠ڭҭҕһձ・౦ژ౎ڭҭிࢦಋओࣄ・
ओ೚ࢦಋओࣄ・ओ೚؅ཧओࣄ・ٛ຿ڭҭ৺਎োڭ֐ҭࢦಋ՝௕ɼौ୩্ཱ۠ݪத学ߍ௕ɼશ೔ຊத学
ઐࡦࢪݖ౎ਓژतɼ౦ڭ৹ҕһɼૣҴాେ学େ学Ӄ٬һڭମҭ࿈ໍձ௕ɼதߍ௕ձ௕ɼ೔ຊத学ߍ
໳Ոձٞҕһɼڭһཆ੒ධՁߏػධٞһΛྺ೚ɻࡏݱ 3JNTF ౦࠙ژஊձ࠲௕ɻ
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は小学校高学年における教科担任制の導入，小・中学校の免

許状併有の促進，学習内容の定着」などについてです。

第 2は「新学習指導要領全面実施における課題」につい

てです。具体的には主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た取り組み，指導と評価の一体化に向けた取り組みなどにつ

いてです。

第 3は「コロナ禍における教育実践，オンライン授業と

対面教育の在り方等」についてです。具体的には「遠隔・オ

ンライン教育を含む ICT を活用した学びの在り方，教育のハ

イブリッド化に関わる課題などについてです。

各委員の具体的な意見については，今後，本欄において具

体的に紹介される予定です。

新型コロナウイルスは，学校教育にも極めて大きな影響を

与え，学校は「感染予防」「学びの保障」「教育課程の柔軟な

変更と実施」など，これまで経験しなかった対応を余儀なく

されました。

学校では，「コロナ禍への対応」とともに，新学習指導要

領の全面実施が順次行われており，「社会に開かれた教育課

程」「授業改善」「カリキュラム・マネジメント」などの課題

への取り組みを進めてきました。

さらに「働き方改革の推進」「GIGA スクール構想の実現」

など新たな教育課題への具体的な対応が求められています。

文科省は令和 2（2020）年 6月，「学びの保障」総合対策

パッケージを公表し，新型コロナウイルス感染症対策に伴う

ίϩφՒʹ͓͚Δʮ学ͼのอোʯ�

児童生徒の「学びの保障」について，基本的な考え方および

具体的施策を示しました。

コロナ禍での教育実践において，各地でリモート授業をは

じめとする遠隔授業に具体的に取り組む中で，オンライン授

業と対面授業の在り方やバランスなどが課題とされ，委員の

先生方からも次のようにさまざまな知見が示されました。

・ICT は，学校における環境整備が必要。

・遠隔・オンライン教育の成果と課題については，具体的

　　に検証するとともに，対面指導も含めて適切に使いこな

　　すことが大切。

学校においては，教育委員会の支援を受け，感染症対策を

徹底しながら，学校での学習の充実や，ICT 活用によるオン

ライン学習の確立に取り組んでいるところですが，想定外の

対応の連続には相当なエネルギーが必要です。

令和 3（2021）年 1月 26 日，文科省は「『令和の日本型

学校教育』の構築を目指して　～全ての子供たちの可能性を

引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」( 中

央教育審議会答申 ) を公表しました。

中教審答申は，課題として「教育振興基本計画の理念 ( 自

立・協働・創造 ) の継承」「学校における働き方改革の推進」

「GIGA スクール構想の実現」「新学習指導要領の着実な実施」

を示し，必要な改革を躊躇なく進めることで，従来の日本型

学校教育を発展させ，「令和の日本型学校教育」を実現する

としました。

提言は，Society 5.0 時代における教師および教職員組織の

在り方についても，AI やロボティクス，ビッグデータ，IoT

といった技術が発展した Society 5.0 時代の到来に対応し，

教師の情報活用能力，データリテラシーの向上が一層重要で

あるとしました。

さらに，地域の人材資源の活用など多様な知識・経験を有

する外部人材による教職員組織の構成，必要な教師数の確保

とその資質・能力の向上が両立できるような教員免許更新制

の実質化，早い段階から教職の魅力を発信，教職に就くため

の効果的な情報発信などが具体的に提言されています。

Rimse 東京懇談会では，委員の先生方から具体的な提案を

いただくとともに，現場の校長先生方からも，コロナ禍にお

ける学校の現状と取り組み，課題などについて具体的なご報

告を頂戴しました。

教員に必要な資質・能力とは，授業をする力と学級経営を

する力です。子供たちの個々の課題に寄り添い，集団として

まとめる力です。このような資質・能力が充実することによ

り，保護者や他の教職員との信頼関係を構築することができ，

適切な授業と学級経営の営みの継続により，学校マネジメン

ト能力が身に付き，ミドルリーダーが育ち，学校管理職が育っ

ていくのだと考えます。

Rimse 東京懇談会は，今後とも学校教育に関わる今日的課

題や，学校の状況を踏まえた協議を継続し，学校や教育委員

会が役立つ提言や情報提供をしていく所存です。　　　　❖

�্޲ɾೳྗの࣭ࢿһのڭ

·とΊとͯ͠�

 調査研究部会

Rimse東京懇談会では，懇談会委員から指摘があった事項について実態調査を行うことを目的として，調査研究部会を設

置しています。

●Rimse東京懇談会では，教育現場が直面している諸課題などにつ　

　いて研究し，結果を『研究紀要』として発刊しています。『研究紀　

　要』は，Rimseのホームページからもご覧になれます。

https://www.rimse.or.jp/report/kondankai.html

教ҭʹ৽͍͠෩Λ ʙ౦࠙ژஊձΑΓʙ
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地域教育で活躍する人々 第32回

がhࢲ एいࢣڭと共に学ͼ߹うࣗओセϛφーʱと出会ったの

は，大学 � 年生のࠒ，当࣌෱ౡ大学で理科のಛ೚ڭतであっ

たઌ生に঺հされたのがきっか͚でした。「एいࢣڭ」とॻか

れているνϥγを見て「大学をଔۀしたઌഐ方がたくさんू

まって，どのようなことを学んでいるのͩΖう。理科のतۀに

ついていΖいΖ学べるかもしれない」と考えていました。い͟

଍をӡͿと，そこには「एいࢣڭ」よりもϕテϥンのઌ生方が

たくさんࢀ加されて͓りました。当࣌のࢲは，「एいࢣڭ」な

のに，なͥϕテϥンのઌ生方がいるのͩとෆ思議に思っていま

した。ଔۀして数年ࣄ，ޙ຿ہにؔわるようになり，ઌഐ方の

「एいࢣڭͱڞʹֶͼ߹͏」にࠐめた思いを஌り，今もな͓෱

ౡݝの༷々な年代やཱ場のڭһそしてࢣڭを目指す学生の学

ͼの場として，ଓいてきた理༝が分かるようになりました。本

࢟の「と学ͼ߹うࣗओセϛφーࢣڭएい」から見たࢲ，ではߘ

を͝঺հしたいと思います。

本セϛφーは平成 �6 年 4 月にൃ଍しました。その当࣌のઌ

ഐ方の思いは次のようなものでした。

˓ɹए͍͚ͩࢣڭͰͳ͘ɼ෯ੈ͍޿୅ͷઌੜํ͕ू·ͬͯɼڭ

ɹ৬೥਺΍ཱ৔ʹؔ܎ͳ͘ɼࢠͲ΋ͷ͔࢟ΒֶΜͰ͍͘

˓ɹઌഐͷ͝ࢦಋͰ·ͱΊΔݚमձͰ͸ͳ͘ɼएख΋ϕςϥ

ɹϯ΋૬ख͔ΒֶͿ͜ͱ͕Ͱ͖Δݚमձʹ͍ͯ͘͠

　この思いは今もड͚ܧがれ，次のような理೦を大੾にしてい

ます。

˓ɹ͞·͟·ͳ೥୅ͷʮࢣڭʯͱͯ͠ͷ৺͑ߏͷৢ੒Λ໨͢ࢦ

˓ ʮतۀʯΛத৺ʹਾ͑ٞ࿦͢Δ͜ͱʹΑͬͯत؍ۀ΍ࢠͲ

ɹ΋؍Λͨ͛޿Γɼਂ ΊͨΓ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δݚमձ

˓ɹੈ୅Λ௒ֶ͑ͯͼ߹͏ωοτϫʔΫͷߏஙͷ৔

主な活動内容の紹介

　ここでは，今年度の活ಈに加え，コロφ΢イルスײછ঱がྲྀ

。するલの活ಈについても঺հさͤていたͩきますߦ

ᶃɹࢀՃऀશһͰͷٞڠΛத৺ʹͨ͠ηϛφʔ

　एいࢣڭや学生を中心に，༷ 々な年代やཱ場のਓ々がूま

るセϛφーです。理科にݶらず，幅޿いテーϚについて共に学ͼ

߹います。ですので，コロφલは，ݚम会のࢣߨに，ڭҭؔऀ܎

Ҏ֎の方々をটᡈしたり，෱ౡݝ内にとどまらずؔ౦やؔ੢か

らࢀ加する方がいたりと，共に学ͼ߹う会һの方々がूう場と

なっています。

　ここ数年のセϛφーテーϚは次のようなものがあります。

・ਂい学ͼ

どものओ体性ࢠ・

どもの学ͼを「つな͙」ࢠ・

どもを「Έる」って，どういうことʁ　　などࢠ・

ྩ࿨ � 年度は「तۀづくり」と「तۀをৼりฦる」をテーϚ

にセϛφーをߦいました。「तۀづくり」では，ࢀ加ऀのクϥ

スのࢠどもの࢟をޠってもらい，そのࢠたͪにとってどんなڭ

ڠ成がよいのかなどをߏݩఏ示がよいのか，どのような୯ࡐ

͸͡Ίʹ

ʮए͍ࢣڭͱڞʹֶͼ߹͏ࣗओηϛφʔʯͱ͸

ਤ�ɹएखʹΑΔ࣮ફใࠂ

「若い教師が学ぶ」ではなく，
「若い教師と共に学び合う」
自主セミナーであること 若い教師と共に学び合う

自主セミナー　事務局長

植木 忠佑   ö   ͏͖͑ ͚ͨͩ͢
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議していきました。それをड͚て「तۀをৼりฦる」では，ڠ

議したतۀを実ફし，報告会をߦいました（図 �）。

　そこでは，तۀでޮՌ的ͩったखཱてやૉఢなࢠどもの࢟を

やうまくいか࢟どものࢠるのではなく，૝ఆしていなかったޠ

なかった場面をޠってもらいました。それをࢀ加ऀ全һで͡っ

くりௌき，तۀલやतۀ中にࢣڭが大੾にするべきことはԿか

についてڠ議をしていきました（図2）。

このようなセϛφーを通して，学生やઌ生方が，त؍ۀやࢠ

ども؍を見つめ直し，ߋ新していくことができることを目指して

います。

ᶄɹࣗવ୳๚ձ

෱ౡݝには๛かなࣗવが「඿・中・会௡」の஍Ҭそれͧれ

にたくさんあります。֤஍Ҭのࣗવに入り，২෺やࠛ஬，ಈ෺

たͪと向き߹い，͡ っくりਁるݚम会が年に � 回，� ധ 2 日で

。われますߦ

このݚमでは，ࣗ વをѪしてやまないࢀ加ऀが一ॹにࣗવの

中にඈͼࠐΈ，どのようにࣗવを見ればよいか，その面നさや

ਆൿさを共にޠり߹いました。

また，৿のҊ内ਓの方を͓টきして，その஍Ҭならではの

২෺のಛ性や஍Ҭのྺ࢙を঺հしていたͩいたりもしました

（図 �）。

づいたり，ਓؾ加されたઌ生方は，վめてࣗવのਆൿさにࢀ

間よりも小さな໋が஌ܙをಇかͤて生きていることにとてもײಈ

したりしていました。多๩なઌ生方ͩからこそ，ࣗ વにどっ΀り

つかり，ࣗ વをもう一度見つめ直すことのできる࣌間としてઃ͚

ています。

ᶅɹए࠲ڭஊձ

年度຤には，ࣄ຿ہが஌ܙをߜって次年度の計ըをཱてる

とこΖですが，ࡢ年度は，新年度どのようなことを学ͼ߹いた

いかについて，एいઌ生方とࣄ຿ہで議論する࠲ஊ会を実施

しました。その際，どこからでもܰؾにࢀ加できるよう，テϨ

Ϗ会議ࣜܗにして，ࣗ༝に࿩し߹いにࢀ加してもらえるように

しました。

そこでは，「なかなか思ったようにतۀが進まないから，ど

のようにतۀづくりをすればよいのか」や「*$5 活用をどのよ

うに進めてい͚ばよいのか」など日々のतۀに対する೰Έが

࿩されました。

ஊ会で出た೰Έやχーζを基に，どのようなセ࠲ではہ຿ࣄ

ϛφーをߦえばよいのかをݕ౼します。

　これから෱ౡݝはϕテϥンのڭһが次々にୀ৬していき，ए

いڭһが૿えていきます。そのような現ঢ়にあっても，本セϛ

φーがएいઌ生方をؚめた幅޿い多くのઌ生方にとって，ࢣڭ

としての心ߏえをৢ成し，ੈ 代を௒えて学ͼ߹うωットϫーク

をߏஙすることができる学ͼの場としてड͚͙ܧことができる

ようにと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　 ⿣

͓ΘΓʹ

ਤ�ɹ෯ੈ͍޿୅Ͱͷٞڠ

ਤ�ɹ঺հ͞Εͨ২෺Λ࡯؍

コロナ禍の中，「算数・数学の自由研究」作品コンクールには，今年も多くのご応募がありました。児童生徒の皆さんのユニークな発想・着

眼点には，いつも感心させられています。次回のご応募もお待ちしております。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　(財)理数教育研究所 事務局

編集後記編集後記編集後記

コロナ禍の中，「算数・数学の自由研究」作品コンクールには，今年も多くのご応募がありました。児童生徒の皆さんのユニークな発想・着
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  （財）理数教育研究所

日本の理数科教育をサポートする

2022

33
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「令和の日本型学校教育」の構築を目指して Ⅱಛू

味の違い（文脈で判断）ということになります。
〇「人口が多い・少ない」　〇「人口が大きい・小さい」
「人口」は「大人口・小人口」とも使われるので，「可能性」
に比べると「大きい・小さい」は使われます。なぜでしょう
か。これは「大きい・小さい」がサイズ・規模を表す指標に
使われるからだと思われます。人口からイメージするのは町
や都市・国といった地図上でイメージされるエリアです。「エ
リア（面積）が大きい・小さい」とピッタリ合います。
〇「点数が高い・低い」　×「点数が大きい・小さい」

（基準）：大小は量感，高低は質感
「大きい・小さい」と「高い・低い」の使い分けを考えた
ときに浮かび上がる基準が量と質です。つまり，量と質のう
ち比重が大きいほうを使うと考えられます。
可能性が高い（質＞量　→高い），人口が大きい（質＜量
　→大きい），点数が高い（質＞量　→高い）
高品質・高性能という使い方が示すように，「高い・低い」
には質（クオリティ）がピッタリです。点数は明らかに量であ
るにも関わらず，質を表すことに重きを置いているということ
です。量（数値化できるもの）に対して質とは数値化できない
という意味を持ちます。したがって，点数が高い・高得点と
いう言葉使いには，大きな点数をとった人を高く評価するとい
う意味があると考えられます。数値（点数）化して質を評価
することから「高い・低い」が使われていると考えられます。
量は数値，質は非数値と言い換えることもできます。「可
能性が高い」という言葉使いは結果として，可能性を非数値
（できる見込み）として捉えているとも言えます。

なぜ「可能性が高い・低い」が多く使われるのか
筆者の場合には，「可能性」の 3つの意味（①できる見込
み　②選択肢の数　③確率）を比較して，「大きい・小さい」
を選びますが，一般には「可能性」の複数の意味を比較検討
することは考えられません。「可能性が高い・低い」一択です。
数（数値）に対して「高い・低い」が使われる理由を考察
してみましょう。筆者の持論は，ズバリ温度計です。温度と
いう数値は，水銀温度計では水銀の高さに置き換わります。
概念としての数（数値）は目に見えません。それを可視化す
る装置が水銀温度計です。「温度が高い・低い」は水銀の高
さが目に浮かび，わかりやすいのです。
日常では，数学の言葉使いである「数が大きい・小さい」
よりも視覚化された「数が高い・低い」という言葉使いが結
果として選ばれているということです。

&�NBJM � JOGP!SJNTF�PS�KQ
IUUQT � ��XXX�SJNTF�PS�KQ
˞本ࢠ࡭は，্هϗーϜϖーδͰも͝ཡ͍͚ͨͩ·͢。

ҹ࡮ॴɿؠԬҹࣜג࡮会ࣾ
σβΠンɿࣜג会ࣾ Ξーτグϩーϒ
本文Πラετɿࣜג会ࣾ Ξーτグϩーϒ
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私たちはいくつもの世界にまたがって生きています。日常
生活と数学，それぞれの世界にはそれぞれの言葉使いがあり
ます。「数学と言葉」では，日常の言葉使いと数学の言葉使
いをさまざまな視点で比べてみたり，クロスオーバーしてみ
よう思います。初めに断っておきますが，ここでは言葉使い
の正しい・誤りについて議論するのではありません。

「可能性が大きい」という言葉使いをする理由
「可能性が高い」と言う人がほとんどですが，中には「可
能性が大きい」と言う人もいます。筆者もその一人です。筆
者がそのような言葉使いをする理由から始めましょう。
「可能性」には 3つの意味（①できる見込み　②選択肢
の数　③確率）がありますが，筆者は②，③すなわち数値（数）
とみています。これは，（例 1）「10 通りの可能性がある」，
（例 2）「無限の可能性」，（例 3）例「万に一つの可能性もな
い」の例文からもわかります。「可能性」の意味は，例 1で
は有限，例 2では可算無限，そして例 3では確率を表します。
そして，「数」は「大きい・小さい」という言葉使いが基
本（このことは国語ではなく小学 1年の算数で学びます）
であり，「高い・低い」とは言わないという理由から，「可能
性は大きい」という言葉を選んで使います。

（基準） ：数値（数）が大きい・小さい，は絶対なのか
次の例を見てみましょう。〇はよく使われる，×は使われ
ないことを表しています。
〇「体重が重い・軽い」　×「体重が大きい・小さい」
〇「身長が高い・低い」　×「身長が大きい・小さい」
体重と身長は数値ですが，「体重（身長）が大きい・小さい」
は私も使いません。「重い・軽い」は体重（重さ）特有の言
葉使いだからです。身長も同じです。
〇「数が多い・少ない」　×「数が大きい・小さい」
この場合の「数」は物の個数や人数のことです。算数教科
書の「数」は「大きい・小さい」ですが，個数を表す「数」
では「大きい・小さい」はNGです。「数」という言葉の意

あいう 第1回数学 言 葉ͱ

「可能性」の言葉使い　その１
「可能性が高い」それとも「可能性が大きい」

サイエンスナビゲーター ®　桜井 進／さくらい すすむサイエンスナビゲーター ®　桜井 進／さくらい すすむ
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